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モジュール登録ツールをお使いの前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご注意   

 

 
本プログラムはAdministratorでログオンしてインストール 

してください。 

 

お使いになる場合、下記手順が必要です。 

 

①  ユーザーアカウント制御（UAC）を無効にしてからインストール 

してください。 

 

②  LAN通信を行うのでファイアウォールの設定を無効にするか、 

例外許可の設定を行ってください。 

 



２  

    インストール前に「ユーザーアカウント制御（ UAC）の設定を行います。 

 

         

        「コントロールパネル」を開き「システムとセキュリティ」をクリックします。 

         

 

        「ユーザーアカウント制御設定の変更」をクリックします。  

         

 

 

 

 

 

 

  



３  

        「コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択」  

        を通知しないにスライドして「OK」をクリックします。  

         

 

        「はい」をクリックします。  
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この取扱説明書について 

 

  この取扱説明書は、本プログラムのインストール時にコンピュータ内に自動的に保存されます。 

    インストール完了後は、『スタート』メニューからこの取扱説明書を参照することができます。 

 

【１】『スタート』をクリックしアプリの一覧を表示します。 

 

【２】『リアルリンクツール取扱説明書』を選択します。 

 

【３】『（本プログラム） 取扱説明書』をクリックすると、この取扱説明書を表示します。 

 

   ※取扱説明書は PDF形式で作成されています。 

ご覧いただくためには、アドビ システムズ社の Acrobat Reader(5.0以降推奨) 

または Adobe Reader、Microsoft Edge 等の PDF を表示できるソフトが必要です。 

   ※取扱説明書が表示されない場合は、「取扱説明書が開けない場合は」をお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            取扱説明書を表示します  

 

 

                                            取扱説明書が表示されない場合は 

                                              こちらをお読みください 
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第１章 製品が届きましたら 

 

 このたびは「モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）」をお買い求めいただき誠に 

 ありがとうございます。 

 本プログラムは、リアルリンクネットワーク上にあるモジュールのアドレスを登録する  

 ソフトウェアです。 

 

 この取扱説明書には、「モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）」をコンピュータに  

 インストールする方法、および、インストール後の操作について書かれています。  

 製品を正しく末永くご使用いただくために、ご使用前に必ずお読みください。 

 

 

１－１. 製品の確認 

  次のものがお手元に揃っているかご確認ください。 

  なお、このＣＤ－ＲＯＭは大切に保管してください。 

  ・「モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）」ＣＤ－ＲＯＭ ．．．１枚 

 

  本プログラムを使用する場合は、下記のモジュールが必要となります。  

 

  ≪モジュール≫ 

    ・シリアル変換モジュール  （ＷＲＴ－ＳＣＨ） 

    ・蓄積モジュール   （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

・ジョイントモジュール   （ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール （ＷＴＭ） 

    ※おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を使用する場合、 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）が必要です。 

    ※ＲＳ２３２Ｃユニット（ＷＪＦ－ＳＴＯ）を使用する場合、 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）が必要です。 

    ※電力マルチメータ（ＷＫＭ）を使用する場合、 

     ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）が必要です。 

 ※以後、ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□製品  

は、インターフェースモジュールと称します。  
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１－２. 対応製品 

  本プログラムが対応しているリアルリンク製品については、ＣＤ－ＲＯＭに入っている  

  「ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ」ファイルにも記載されております。参照してください。 

 

  ※Ｄ／Ｂアップデートを行った場合、対応製品の一覧はＣＤ－ＲＯＭ内の 

「ｒｅａｄｍｅ.ｔｘｔ」を参照してください。 

 

本製品は以下のリアルリンク製品に対応しています。 

 

 ・ＷＲＬシリーズ 

   ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

   ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

   ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

   ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

   ＤＭ５００、 ＤＭ５０１、 ＣＭ２ＴＲ、 ＣＭ２ＲＹ 

   ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、 

ＤＴ１６ＴＤ 

   ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、 

ＤＲ１６ＲＹ 

   ＬＧ４ＴＲ、 ＬＧ８ＴＲ、 ＬＧ４ＲＹ、 ＬＧ８ＲＹ 

 

 ・ＷＲＢＴシリーズ 

   ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

   ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

   ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

   ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

   ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、 

ＤＴ１６ＴＤ 

   ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、 

ＤＲ１６ＲＹ 

   ＣＮ２ＴＲ、 ＣＮ４ＴＲ、 ＣＮ８ＴＲ 

   ＰＩ２Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ４Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ８Ｔ－Ａ□００ 

 

 ・ＷＫＤシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ、 ＡＥＴ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 
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 ・ＷＲＭシリーズ 

   ＰＡ１３ＡＴ、ＰＡ１３ＣＴ、ＰＡ１３ＦＴ、ＰＡ１３ＧＴ、ＰＡ１３ＫＴ、  

ＰＥ１３ＡＴ 

   ＰＡ３３ＡＴ、ＰＡ３３ＣＴ、ＰＡ３３ＦＴ、ＰＡ３３ＧＴ、ＰＡ３３ＫＴ、  

ＰＥ３３ＡＴ 

   ＡＥＴ－Ｃ、 ＰＦＴ－Ｐ 

   ＰＡ１３ＡＦ、ＰＡ１３ＣＦ、ＰＡ１３ＦＦ、ＰＥ１３ＡＦ 

   ＰＡ３３ＡＦ、ＰＡ３３ＣＦ、ＰＡ３３ＦＦ、ＰＥ３３ＡＦ  

   ＰＩ２９Ｆ 

 

 ・ＷＲＭＰシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡＬＰＴ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡＬＰＦ 

 

 ・ＷＲＢＡシリーズ 

     ＰＩ２Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ４Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ８Ｆ－Ａ□０１ 

     ＤＩＯ２ＴＦ、ＤＩＯ４ＴＦ、ＤＩＯ２ＲＦ、ＤＩＯ４ＲＦ  

 

 ・ＷＲＢＣシリーズ 

     ＤＩ1６Ｆ、  ＭＡＩ８Ｆ、 ＤＩＯ８Ｆ、 ＲＩ８Ｆ 

   ＡＩ８Ｆ 

 

 ・ＷＲＭＣシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ  ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ  ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 

 ・ＷＣＤシリーズ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

 

 ・ＷＲＴシリーズ 

   ＳＣＨ、   ＳＴＨ、   ＳＴＯＦ 

 

 ・ＷＪＭ□／ＷＶＭ□シリーズ 

 

 

 ・ＷＪＦシリーズ 

   ＰＡ２、 ＰＥ４、 ＰＡ３４、 ＡＩ１６、  ＶＴ４、  ＣＴ４ 

   ＡＥ８、 ＲＩ８、 ＴＨＩ１６、 ＤＯ１６、 ＤＩ１６ 

   ＳＴＯ、 ＩＺ８ 
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 ・ＷＫＭシリーズ（ＰＡシリーズ） 

   ＰＡＫＦＮ、 ＰＡＫＴＮ 

      ※ＷＫＭのオプション設定は本ツールでは行えません。  

本体のスイッチで行ってください。 

      ※ＷＲＳ－ＰＭＳ V7.00CD、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V5.00CD 

       ＷＲＳ－ＭＯＮＨ V3.00CD 以降のバージョンで対応しています。 

       インターフェースにはＷＪＭＣ、ＷＪＭＤ、ＷＪＭＥ、ＷＪＭＦ、 

       ＷＶＭＥ、ＷＶＭＦのいずれかが必要です。 

 

 ・ＷＫＭシリーズ（ＰＸシリーズ） 

   ＰＸＮＦＮ、 ＰＸＮＴＮ 

      ※ＷＫＭのオプション設定は本ツールでは行えません。  

本体のスイッチで行ってください。 

      ※ＷＲＳ－ＰＭＳ V7.20、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V5.20 

       ＷＲＳ－ＭＯＮＨ V3.30 以降のバージョンで対応しています。 

       インターフェースにはＷＪＭＣ、ＷＪＭＤ、ＷＪＭＥ、ＷＪＭＦ、 

       ＷＶＭＥ、ＷＶＭＦのいずれかが必要です。 

 

 ・ＷＴＭシリーズ 

   ＰＥ６ＮＡ、 ＰＥ６ＬＮ 

      ※ＷＲＳ－ＰＭＳ V9.30、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V8.20 

       ＷＲＳ－ＭＯＮＨ V8.30 ＷＲＳ－ＶＳＳ V1.20 

       以降のバージョンで対応しています。 
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第２章 動作条件 

 

２－１. 動作環境 

  １．ハードウェア 

    コンピュータ   ：ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機 

    ・ＣＰＵ     ：インテル® Core™2 Duo プロセッサー 1.8GHz 以上 

    ・メモリ     ：１ＧＢ以上推奨 

    ・ハードディスク ：インストール時、８０Ｇバイト以上の空き 

    ・ＣＤ―ＲＯＭ  ：必須 

    ・ディスプレイ  ：ＸＧＡ１０２４×７６８以上 

    ・マウス     ：必須 

 10BASE-T ﾎﾟｰﾄ   : イーサネット使用時必須 

    ＣＯＭポート   ：ＣＯＭ１～ＣＯＭ５ 

   ※ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。  

 

  ２．ＯＳ 

 以下の OS に対応しています。 

 ・Windows 8.1 Pro 

 ・Windows 10 Pro 

 ・Windows 11 Pro 

 ・Windows Server 2016 Standard 
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  ３．モデム 

    制御コマンドＡＴコマンド準拠 

    MNP４／Ｖ.４２   

    MNP５／Ｖ.４２ｂｉｓ 

    ＢＵＳＹ時、リトライなし 

     

    弊社推奨モデム 

・ＤＦＭＬ－５６０ＥＲ（ I-O データ製） 

 

    弊社推奨ＰＨＳモデム 

     ・ＰＡＵ－７０２ＲＳ  （ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ製） 

     ・ＰＡＵ－７０２ＬＮＫ （ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ製） 

     ※ＰＨＳモデムの詳細については、ＰＨＳモデム取扱説明書を参照してください。 

    

弊社推奨ルーター 

 ・ＲＴ５８ｉ （ＹＡＭＡＨＡ製） 

 ※ルーターの設定については、ルーター設定マニュアルを参照してください。  

 

４．ＦＯＭＡ 

弊社推奨品 

アクセスプレミアムＦＯＭＡタイプ 

・  ＦＯＭＡ端末   （ＳｉｎｅＦｉｔ） 
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２－２. 接続形態 

 

 

 

 

 

   ○シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）／蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）  

 

 

 

                    

         モデム            モデム 

                                                  

  

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

   

 

                      

 

      

 

          

 

 

        

       ※１ バージョン４．１０以上の蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じ  

          ネットワークＮｏにおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録  

          している場合のみ蓄積設定、蓄積データ収集が可能です。  

ローカル、リモートどちらも使用可能です。 

       ※電力マルチメータ（ＷＫＭシリーズ）はシリアル変換モジュール 

（ＷＲＴ－ＳＣＨ）／蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）に対応していません。  

 

  

 

 

 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

インターフェース 

   モジュール 

公衆回線 

ＰＨＳ回線 

携帯電波 

 

RS232C ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

イーサネット 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

モジュール 

おんどとり親機 

おんどとり子機Ａ おんどとり子機Ｂ 

おんどとり 

モジュール 

（ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

無線 

おんどとりモジュールの登録は 

ティアンドディ社製 

Wireless for Windows を 

インストールして「おんどとり」 

情報を登録してください。 

※Wireless for Windows については 

Wireless for Windows の取扱説明書 

を参照してください。 

モジュール 

ＷＲＴ－ＳＣＨ 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

インターフェース 

   モジュール 



 

１４  

   ○ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）  

 

                             

                                   

     公衆回線                          

     ＰＨＳ回線                          

     携帯電波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ イーサネット上のネットワークでジョイントモジュールを使用する場合、  

ＷＪＭ□－Ｃは使用出来ません。 

※２ インターフェースを使用してジョイントモジュールを使用する場合、  

リアルリンクネットワーク上のネットワークではＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□―Ｂは

使用出来ません。 

   ※  電力マルチメータ（ＷＫＭシリーズ）はＷＪＭＡ、ＷＪＭＢのジョイントモジュール  

に対応していません。  

 

 

 

モデム 

モデム モジュール／ 

ジョイントモジュール 

        ※２ 

ジョイントモジュール 

 ※１ 

ジョイントモジュール  

おんどとり親機 

無線 おんどとり子機Ｂ 

おんどとり子機Ａ 

おんどとりモジュールの登録は 

ティアンドディ社製 

Wireless for Windows を 

インストールして「おんどとり」 

情報を登録してください。 

※Wireless for Windows については 

Wireless for Windows の取扱説明書 

を参照してください。 

モジュール／ 

ジョイントモジュール 

※２ 

インターフェースモジュール 

ジョイントモジュール 

（ＷＪＭ□）  

モジュール  

インターフェース 

モジュール 

ジョイントモジュール 

（ＷＪＭ□）  
ジョイント 

モジュール ※１ 

ジョイントモジュール 

 ※１ 

RS232C ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

イーサネット 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

ＷＴＭ 



 

１５  

２－３. 動作条件 

２－３－１. インターフェースモジュールについて 

 

    下記のモジュールはインターフェースモジュールとして使用します。 

    モジュールを登録する時にインターフェースモジュールとして登録するため、  

    下記のモジュールは先に登録してください。また、ジョイントモジュール（ＷＪＭ□ 

／ＷＶＭ□）をインターフェースモジュールとして使用する場合は先に登録をしてくだ

さい。 

     ・シリアル変換モジュール  （ＷＲＴ－ＳＣＨ） 

     ・蓄積モジュール         （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

      ・ジョイントモジュール  （ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

    ※ＷＫＭシリーズをご使用の場合はＷＪＭＣ /ＷＪＭＤ/ＷＪＭＥ/ＷＪＭＦ／ 

  ＷＶＭＥ/ＷＶＭＦを使用する必要があります。 

 

２－３－２. モジュール登録数について 

 

    本プログラムで登録できるモジュール数は下記のようになります。  

    また、ネットワーク数は、最大３００まで設定できます。 

 

     １ネットワーク 

      ・インターフェースモジュール 

   シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ） 

       蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）          計８台まで 

      ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

   ・その他のモジュール、またはインターフェースを使用するジョイントモジュール  

  ジョイントモジュール（リアルリンクネットワーク上）          

    その他のモジュール                   

ジョイントモジュール（イーサネット上）         計１２６台まで 

ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）       

おんどとり蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）       ジョイントモジュール 

 １台につき１台 

          １台のみ  

   ・インターフェースを使用しないモジュール 

       ジョイントモジュール      計１２６台まで 

       Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール    計１２６台まで 

 

  



 

１６  

     ３００ネットワーク 

   ・インターフェースモジュール 

       シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ） 

       蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）          計１２６台まで 

       ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）     計３００台まで 

   ・その他のモジュール、またはインターフェースを使用するジョイントモジュール  

       ジョイントモジュール（リアルリンクネットワーク上）   計１１３４台まで     

       その他のモジュール                 

 

       ジョイントモジュール（イーサネット上）   計１１３４台まで 

       ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＭ－ＳＴＯ）     ジョイントモジュール 

１台につき１台 

       おんどとり蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）     １台のみ  

    

   ・インターフェースを使用しないモジュール 

       ジョイントモジュールまたはＷＴＭ          計１１３４台まで 

 

 

２－３－３. モジュールのサブネットＮｏ／モジュールＮｏについて 

 

   インターフェースモジュール 

 

   サブネットＮｏ／モジュールＮｏの設定は、登録するモジュールにより異なります。  

 
サブネットＮｏ 

区切 

文字 
モジュールＮｏ 

シリアル変換モジュール 

（ＷＲＴ－ＳＣＨ） 
５～１２ 

 

 

 

 

― 

１～１２６ 
蓄積モジュール 

（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 
２１～２８ 

ジョイントモジュール 

（ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｃ 

 ／ＷＶＭ□－Ａ） 

1～９ １～１２６ 

ジョイントモジュール 

（ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□－Ｂ） 
  

 

 

    ※   のサブネットＮｏはモジュールにて指定します。 

     ・ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨの場合 

      ディップスイッチで設定したサブネットＮｏを表示します。  

 

    ※シリアル変換モジュールのサブネットＮｏとその他のモジュールサブネットＮｏ  

     の『５～９』は重複していますが、問題ありません。  

９
サブネットＮｏ

× １２６
モジュールＮｏ

 



 

１７  

   アドレス設定方法 

 

    ●インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）の場合  

 登録不可能 登録可能 

モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｎ
ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一または、複数のネットワーク上 

でモジュールＮｏが重複している 

と登録できません。 

同一または、複数のネットワーク上で  

モジュールＮｏを割り振ってくださ

い。 

インターフェースモジュール（ＳＣＨ 

／ＳＴＨ）は最大１２６台まで登録で

きます。 

●インターフェースモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）の場合  

 登録不可能 登録可能 

モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｎ
ｏ 

サ
ブ
ネ
ッ
ト
Ｎ
ｏ
／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一、または複数のネットワーク上 

でサブネットＮｏ／モジュールＮｏ 

が重複していると登録できません。 

同一、または複数ネットワーク上で 

サブネットＮｏ／モジュールＮｏを 

割り振ってください。 

 

※ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□－Ｂを登録する場合、アドレスの設定は行いません。  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ネットワークＮｏ１  ５－１ ６－２ 

ネットワークＮｏ２  ５－３ ６－４ 

ネットワークＮｏ１     ５－１ 

ネットワークＮｏ２     ５－１ 

ネットワークＮｏ１  １/１ １/２ 

ネットワークＮｏ１  １/１ １/１ 

ネットワークＮｏ２  ２/１ ２/２ 

 

注意  

 モジュールＮｏについて 

  日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ バージョン３．０３以前）または、 

  蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ バージョン３．０４以前） 

  を使用する場合、インターフェースモジュールのモジュールＮｏを  

  下記の範囲で設定してください。 

   ・蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）        １～１６ 

   ・蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）モデム利用時  １７～３２ 

 



 

１８  

   インターフェースを使用して登録したジョイントモジュール、またはその他のモジュール  

 

 
サブネットＮｏ 

区切 

文字 
モジュールＮｏ 

インターフェース使用して登録する、

ＬＯＮ上のジョイントモジュール 

（ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｃ 

 ／ＷＶＭ□－Ａ）  

１～９ 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

１～１２６ 

インターフェース使用して登録する、

イーサネット上の 

ジョイントモジュール 

（ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｂ 

 ／ＷＶＭ□－Ａ）  

  

その他のモジュール 

（ＷＲＬ／ＷＲＢＴ／ＷＫＤ／ 

 ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＢＡ／ 

 ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＲＢＣ 

 ／ＷＲＴ－ＳＴＯ／ＷＫＭ） 

１～９ １～１２６ 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

   アドレス設定方法 

    ●その他のモジュール、またはＬＯＮＷＯＲＫ上のジョイントモジュールの場合  

 登録不可能 登録可能 

モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｎ
ｏ 

サ
ブ
ネ
ッ
ト
Ｎ
ｏ
／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一、または複数のネットワーク上 

でサブネットＮｏ／モジュールＮｏ 

が重複していると登録できません。 

同一、または複数ネットワーク上で 

サブネットＮｏ／モジュールＮｏを 

割り振ってください。 

     ※ＷＲＬモジュールの場合、サブネットＮｏは“１”、モジュールＮｏは  

ディップスイッチで設定した値を表示します。 

 

 

ネットワークＮｏ１  １/１ １/１ 

ネットワークＮｏ２  ２/１ ２/２ 

 

ネットワークＮｏ１  １/１ １/２ 

注意  

  サブネットＮｏについて 

   下記のリアルリンクツールを使用する場合、インターフェースモジュール以外の  

   モジュールのサブネットＮｏを（１～５）の範囲で設定してください。  

    ・リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ） 

    ・ＤＤＥサーバー（ＷＲＳ－ＤＤＥ）  

    ・パラメータ設定ツール（ＷＲＳ―ＰＭＤ－２） 

    ・日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ  バージョン３.０３以前） 

    ・蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ バージョン３.０４以前） 



 

１９  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   インターフェースを使用しないで登録したジョイントモジュール、またはＷＴＭ  

 

 
サブネットＮｏ 

区切 

文字 
モジュールＮｏ 

インターフェース使用しないで登

録する、イーサネット上のジョイン

トモジュール 

（ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｂ 

 ／ＷＶＭ□－Ａ）  

またはＷＴＭ 

 －  

 

    ※モジュールリストに表示されるサブネットＮｏとモジュールＮｏを区切る文字は 

     登録したモジュールにより異なります。 

     ・インターフェースモジュール → サブネットＮｏ―モジュールＮｏ 

   ・インターフェースを使用しないモジュール   

                    → サブネットＮｏ―モジュールＮｏ 

     ・その他のモジュール     → サブネットＮｏ／モジュールＮｏ 

  

注意  

  モジュールＮｏについて 

   日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ バージョン３．０３以前）または、 

   蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ バージョン３．０４以前） 

   を使用する場合、インターフェースモジュールのモジュールＮｏを  

   下記の範囲で設定してください。 

    ・蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）         １～１６ 

    ・蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）モデム利用時  １７～３２ 



 

２０  

ｅ ｆ 

ＷＲＴ－ＳＣＨ／ 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

ネットワークＮｏ２ 

ｄ 

構造図 

ｂ ｃ 

ネットワークＮｏ１ 

ａ 

ＷＪＭ□－Ａ 

ｉ

」 

ｈ ｌ ｋ 

ネットワークＮｏ３ ネットワークＮｏ４ 

ｇ ｊ 

ＷＪＭ□－Ａ／ 

ＷＪＭ□－Ｃ 

 

ＷＪＭ□－Ａ／ 

ＷＪＭ□－Ｂ 

２－３－４. ネットワークＮｏについて 

 

    ネットワークＮｏは、モジュールが接続されているネットワーク毎にＮｏを  

    割り当ててください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     例）ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ、ａ、ｂ、ｃのモジュールを登録する時  

         →ネットワークＮｏは１を指定します。 

       ＷＪＭ□－Ａ、ｄ、ｅ、ｆのモジュールを登録する時 

         →ネットワークＮｏは２を指定します。 

       ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｃ、ｇ、ｈ、ｉのジョイントモジュール、モジュール

を登録する時 

         →ネットワークＮｏは３を指定します。 

ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｃ、ｊ、ｋ、ｌのジョイントモジュール、モジュール

を登録する時 

         →ネットワークＮｏは４を指定します。 

ＷＪＭ□－Ａ／ＷＪＭ□－Ｂ、ｊ、ｋ、ｌのジョイントモジュール、モジュール

を登録する時 

         →ネットワークＮｏは５を指定します。 

 

  



 

２１  

ＲＳ２３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブル 

モジュール 

インターフェースモジュール 

 

ニューロンＩＤ指定 

ＩＰアドレス指定 ※１ 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

２－３－５. モジュール登録方法について 

 

    モジュール登録をする場合、パソコンとインターフェースモジュールを接続して登録す

る方法と、接続しないでニューロンＩＤ、またはＩＰアドレスを指定して登録する方法

（仮登録）があります。 

    仮登録をした後、自動的にアドレス設定をすることができます。（自動構築） 

 

     登録する場合： 

      ＲＳ２３２Ｃで登録：インターフェースモジュールとパソコンを  

ＲＳ２３２Ｃケーブルで接続してください。 

 

      イーサネットで登録：ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）または  

                Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）と 

                パソコンをＬＡＮケーブルで接続して 

                ください。 

※ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＪＭ□－Ｃ／ＷＶＭ□－Ｂ 

 は接続出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

     仮登録する場合： 

      インターフェースモジュールまたはＷＴＭとパソコンを、ＲＳ２３２Ｃケーブル／  

      ＬＡＮケーブルで接続する必要はありません。 

 

         

      

      ※１ ジョイントモジュール（ＷＪＭ□―Ａ）をイーサネット接続で仮登録する場

合ＩＰアドレスを入力してください。 

         ＷＶＭ□－Ａをイーサネット接続で仮登録する場合ＩＰアドレス、ＷＡＮア

ドレスを入力してください。 

     

 

      

 

  

注意  

  ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭシリーズを本プログラムで登録後モジュール  

  本体の設定でＣＴ／ＰＴ設定を変更した場合は再登録する必要があります。  



 

２２  

２－３－６. ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールについて 

 

    ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを本プログラムで登録する場合、  

    すでにモジュールに設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏ（アドレス）で  

    登録されます。（サブネットＮｏ／モジュールＮｏの変更はできません。）  

 

 

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３－７. モジュール登録情報のバックアップについて 

 

    モジュール登録を行った後、モジュール登録情報を保存しておくと、パソコンが 

    故障した時などに使用できます。 

 

    モジュールを登録・変更・削除を行った時、「Ｄ／Ｂエクスポート」を行い  

    モジュール登録情報のバックアップファイル（登録 .ＥＸＰ）を他のパソコン 

    またはＣＤ－ＲＯＭなどに保存しておいてください。 

 

    ※操作方法については、『８－８. Ｄ／Ｂエクスポート』を参照してください。 

 

 

 

 

  

注意  

  本プログラムでモジュールを削除する場合、モジュール登録情報だけを削除して  

  ください。サブネットＮｏ／モジュールＮｏ（アドレス）は削除しないでください。  

  ※詳細については、『８－５. モジュール登録情報削除』を参照してください。 

 

注意  

ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、ＬｏｎＭａｋｅｒの設定で  

 ドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バイトに設定して登録をする必要があります。  

 ０１以外で登録した場合本プログラムで登録できません。 

 

 



 

２３  

２－３－８. 蓄積モジュールについて 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を登録する場合、下記の使用方法ができます。  

    （接続形態 参照 Ｐ１３） 

     蓄積モジュール（ローカル）： 

       ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用してパソコンと 

       蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を接続します。 

 

     蓄積モジュール（リモート）： 

       ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用してパソコンと 

       モデムを接続します。 

 

    注意！ 

     本プログラムで、蓄積モジュール（リモート）の場合、登録情報を変更または削除  

する前に、該当する蓄積モジュールのモードスイッチの５（モデム使用モード）を  

ＯＮにしてリセットしてください。 

 

 

 

 

 

 

     ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）については、 

      蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の取扱説明書を参照してください。 

 

２－３－９. ジョイントモジュールについて 

 

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）を登録する場合、  

下記の使用方法ができます。 

    （接続形態 参照 Ｐ１３） 

     ジョイントモジュール（ローカル）： 

       ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用してパソコンと 

       ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）を接続します。  

 

     ジョイントモジュール（リモート）： 

       ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用してパソコンと 

       モデムを接続します。 

 

     ジョイントモジュール（イーサネット）： 

       ＬＡＮケーブルを使用してパソコンとジョイントモジュール（ＷＪＭ□－Ａ／ 

／ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□―Ａ／ＷＶＭ□―Ｂ）を接続します。 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）の取扱説明書を参照してください。 

 

  

ここのスイッチをＯＮ 

 スイッチＯＮ 

   (上に押す) 

 スイッチＯＦＦ 

   (下に押す) 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

モードスイッチ 



 

２４  

第３章 操作手順 

 

 モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）を使用するための手順をご確認ください。 

３－１. 操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インストール 
本プログラム「モジュール登録ツール」の 

インストールをします。 Ｐ３２ 

 

動作条件 
本プログラムを使用される時、必ず動作条件を  

お読みください。 Ｐ１１ 

ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭ  

とコンピュータの接続と設定をします。  Ｐ２８ 

モジュール登録 

『ＳＣＨ／ＳＴＨ』 
 ＲＳ２３２Ｃを使用してインターフェースモジュール  

 （ＳＣＨ／ＳＴＨ）を登録します。 
Ｐ４２ 

インターフェースモジュール 

（ＳＣＨ／ＳＴＨ） 

『ＬＧＬ』 
 イーサネットを使用してインターフェースモジュール（ＬＧＬ  ※生産 

 中止品）を登録します。弊社までお問い合わせください  

インターフェースモジュール  

（ＬＧＬ） 

『モジュール』 
 ＷＲＬ、ＷＲＢＴ、ＷＫＤ、ＷＲＭ、ＷＲＭＰ、ＷＲＢＡ、  

 ＷＲＭＣ、ＷＣＤ、ＷＲＢＣシリーズのモジュールを登録します。 

Ｐ４９ 

インターフェースモジュール  
（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）  

その他のモジュール  

使用するデータベースを選択します。  

 ＡＣＣＥＳＳデータベース： 

  本プログラムで登録した情報のみを使用する場合 

 ＭＳＤＥデータベース： 

  本プログラムで登録した情報を日報・月報ソフト(ＷＲＳ－ 

  ＲＥＰＯ)、蓄積設定ツール(ＷＲＳ－ＰＭＳ)で使用する場合 

データベース選択 Ｐ１０３ 

『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』 
 ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭを登録します。  

     

 
Ｐ５７ 

ＷＪＭ／ＷＶＭ 

ＷＴＭ 

インターフェースと 

ＰＣの接続と設定 



 

２５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ページナンバーをクリックするとそのページにジャンプします。   

ＭＲＴ Ｄ／Ｂエクスポート 
 本プログラムで作成したモジュール登録情報を使用して、  
 リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ）、ＤＤＥサーバー  
 （ＷＲＳ－ＤＤＥ）、パラメータ設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＤ－２）  

 を使用する時に行います。  
 ※仮登録がある場合、Ｄ／Ｂ変換エクスポートはできません。 
 

 

 

       モジュール登録情報  

          

 

登録情報作成 モジュール登録情報をＣＳＶ形式のファイルにします。  Ｐ１１５ 

Ｄ／Ｂエクスポート 

Ｄ／Ｂエクスポート 
 他のパソコンと併合する時にモジュール登録情報を  
 指定したパスにコピーします。  
 ※仮登録がある場合、Ｄ／Ｂエクスポートできません。 

Ｐ１１１ 

モジュール登録情報  

ＮＣＦＴ エクスポートＤ／Ｂ  

モジュール登録情報  

 

 

Ｄ／Ｂインポート  

Ｄ／Ｂインポート 
 指定したパスにコピーしたモジュール登録情報を併合します。  

 ※モジュール名称、サブネットＮｏ／モジュールＮｏが重複して  
  いる場合、Ｄ／Ｂインポートできません。  
 Ｐ１１３ ＮＣＦＴ 

 

モジュール登録情報  

 

エクスポートＤ／Ｂ  

 

モジュール登録情報  

 

データベースアップデート 
 未対応モジュールの情報をアップデートできます。 
 ※「ＡＣＣＥＳＳデータベース」時に行います。  

 Ｐ１１８ 
Ｄ／Ｂ 

アップデート 新規モジュール情報 データベース 

Ｐ１０８ 

ＭＲＴ Ｄ/Ｂ 
エクスポート 

ＭＲＴ ＮＣＦＴ 

V３.００以降 

RS232C 

ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞ

ﾙ 

モジュールリスト 登録したモジュール一覧をリスト表示します。  Ｐ７４ 

自動構築 

自動構築 

 モジュール情報を仮登録した時に行います。 

 あらかじめモジュール仮登録した後に、『自動構築』を  

 行うと自動的にアドレス設定を行います。  

 ※インターフェースモジュールとパソコンを接続してください。  

Ｐ７８ 

ＭＲＴ Ｄ／Ｂインポート 
 モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）で作成したモジュール  
 登録情報を本プログラムのデータベースに変換します。  

  ※「ＡＣＣＥＳＳデータベース」時に行います。  

Ｐ１０５ 

ＭＲＴ Ｄ/Ｂ 
インポート 

ＭＲＴ 
ＮＣＦＴ 

V３.００以降 ＡＣＣＥＳＳ 
データベース 



 

２６  

３－２. プルダウンメニュー 

   本ソフトウェアに表示されているメニューは下記のとおりとなります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｐ１１２ 

Ｄ/Ｂ変換 Ｄ／Ｂｴｸｽﾎﾟｰﾄ Ｐ１１１ 

 
Ｄ／Ｂｲﾝﾎﾟｰﾄ Ｐ１１３ 

 
終了 Ｐ１２１ 

ファイル 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 Ｐ１２０ 

ヘルプ ツール 

登録情報作成 Ｐ１１５ 

Ｐ１０５ 

 Ｐ１０３ ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ選択 

Ｄ/Ｂｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ  

設定 

 Ｐ３９ 環境設定 

Ｐ１１８ 



 

２７  

第４章 保証 

 

４－１. 保証期間 

本ソフトウェアの保証期間は納入後 1年間といたします。 

 

４－２. 保証範囲 

保証期間内に当社側の責により不具合が生じた場合は、代替品の提供を無償で実施させて  

いただきます。 

ただし、不具合の原因が次に該当する場合はこの保証の対象範囲から除外いたします。  

1) 本書に記載されている条件、環境、取扱いの範囲を逸脱してご使用された場合  

2) 当社以外による構造、性能、仕様などの改変による場合 

3) 本ソフトウェア以外の原因による場合（サーバー故障など）  

4) その他、天災、災害、不可抗力など当社側の責ではない原因による場合  

 

なお、ここでいう保証は本ソフトウェア単体の保証に限るもので、本ソフトウェアの不具合や 

瑕疵から誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。  

 

４－３. 責任制限 

本ソフトウェアに起因して生じた損害に関しては、当社はいかなる場合も責任を負いません。  

 

 

 

  



 

２８  

第５章 ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭと 

コンピュータの接続と設定 

 

 本プログラムを使用する場合、コンピュータと下記のインターフェースモジュールとの  

 間は、ＲＳ２３２Ｃインターフェースを使用して接続します。従って、下記の接続を  

 行ってください。 

 ※仮登録する場合は、インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）

またはＷＴＭとパソコンをＲＳ２３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブルで接続する必要はあり

ません。 

  ・シリアル変換モジュール   （ＷＲＴ－ＳＣＨ） 

  ・蓄積モジュール    （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

  ・ジョイントモジュール     （ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

  ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール （ＷＴＭ） 

 

５－１. 接続 

５－１－１. ＲＳ２３２Ｃ(ローカル)で登録する場合 

     インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）の 

本体前面のコネクタとコンピュータ側のＣＯＭ１～ＣＯＭ５のいずれかを接続し 

ます。 

     ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。  

     （出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターフェース 

モジュール 

ＲＳ２３２Ｃケーブル 

コンピュータ 

ＣＯＭ１ 

RD 
SD 
DTR 
GND 
DSR 
RTS 
CTS 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

RD 
SD 
DTR 
GND 
DSR 
RTS 
CTS 

コンピュータ 

D-Sub ９ﾋﾟﾝ(ﾒｽ) D-Sub ９ﾋﾟﾝ(ﾒｽ) 

インターフェース

モジュール 



 

２９  

 

５－１－２. ＲＳ２３２Ｃ(リモート)で登録する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

モデム 

 

モデム 

公衆回線 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

 

コンピュータ 

ＣＯＭ１ 

(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５ ) 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

RD 
SD 
DTR 
GND 
DSR 
RTS 
CTS 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

RD 
SD 
DTR 
GND 
DSR 
RTS 
CTS 

コンピュータ 

D-Sub ９ﾋﾟﾝ(ﾒｽ) D-Sub ９ﾋﾟﾝ(ﾒｽ) 

インターフェース

モジュール 



 

３０  

  注意！ 

    インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）Ｖ４.００以前でモジュール登録 

    を行う場合、ファンクションスイッチの３をＯＮにし、赤のＬＥＤが点滅しているの 

    を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・コンピュータの種類によって、ＲＳ２３２Ｃのピン番号、ピン数が異なる場合が  

あります。 

    ・接続後、コネクタのネジをしっかり締め、抜けないようにしてください。 

    ・ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ設定は、 

     ボーレート５７６００ｂｐｓ、サムチェックとパリティチェックなしに 

     『ディップスイッチ』にて設定してください。 

 

    ※インターフェースモジュール詳細については、各モジュールの取扱説明書を  

     参照してください。 

 

 

  

モジュール登録する前にインターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ） 

Ｖ４.００以前のディップスイッチを下記図のように設定し、赤のＬＥＤが 

点滅しているのを確認してください。モジュール登録を終了したら、  

ファンクションスイッチの３をＯＦＦにしてください。 

赤ＬＥＤの点滅は終了します。 
スイッチＯＮ 

状態(上に押す) 

スイッチＯＦＦ 

状態(下に押す) ここのスイッチをＯＮ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

ファンクションスイッチ 



 

３１  

５－１－３. ジョイントモジュール(ＷＪＭ□／ＷＶＭ□)を使用する場合 

 

    ・ＲＳ２３２Ｃ経由で使用する場合 

     ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。  

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・イーサネット経由で使用する場合 

 

 

 

 

 

 

      ＲＪ－４５             ＲＪ－４５ 

      

 

 

５－１－４. ＷＴＭを使用する場合 

 

 

 

 

 

 

      ＲＪ－４５             ＲＪ－４５ 

 

 

  

ＬＡＮ 

モデム 

 

モデム 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

 

コンピュータ 

ＲＳ２３２Ｃ 

クロスケーブル 

コンピュータ 

ＣＯＭ１(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５ ) 

 

ＷＪＭ□／ＷＶＭ□ 

公衆回線 

ＣＯＭ１(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５ ) 

 

コンピュータ 

ＷＪＭ□／ＷＶＭ□ 

ＷＪＭ□／ＷＶＭ□ 

ＬＡＮ 

コンピュータ 
ＷＴＭ 



 

３２  

第６章 プログラムのインストール 

 

 プログラムをコンピュータにインストールします。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   本プログラムをインストールする前にＭＳＤＥをインストールしてください。 

    

   ※SQL Server 2012/2019 Express がインストールされます。 

ご使用の PC の OS によって、インストールされる SQL Server Express のバージョンが 

異なります。 

    本取扱説明書ではいずれの SQL Server Express も MSDE として表記しています。 

 

 

 

６－１. プログラムのインストール 

 

 

  【１】ＣＤドライブにインストールＣＤ「モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）」  

     を挿入します。 

 

 

  【２】インストールＣＤ内の「ＮＣＦＴ」を開いて「ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ」を右クリックし、 

「管理者として実行」をクリックしてください。 

 

 

  

注意  

①本プログラム「モジュール登録ツール」をインストールする場合、インストール 

する前に必ず『administrator』でログインしてください。 

②BEMS 対応モジュール登録ツール、BEMS 対応データ収集ソフトがインストール 

されている PC では本ソフトウェアを動作させることができません。 

必ず別の PC にインストールしてください。 

 



 

３３  

  【３】下記の画面を表示します。 

     『ＯＫ』をクリックするとモジュール登録ツールのセットアップを開始します。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         インストールをキャンセルします。 

                         インストールを開始します。 

 

 

 

  【４】インストール先のディレクトリを確認後、セットアップを開始する  

     ボタンをクリックします。 

     ※通常、インストール先のディレクトリ確認画面では、  

      ディレクトリを変更せずに次へ進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ディレクトリの変更をします。 

                           インストールをキャンセルします。 

                           インストールを開始します。 

               インストール先のディレクトリを表示します。 

 

  



 

３４  

  【５】インストール先のプログラムグループの確認画面を表示します。  

リアルリンクツールのグループを確認後、『継続』をクリックします。  

     ※通常、インストール先のプログラムグループ確認画面では、  

      プログラムグループを変更せずに次へ進んでください。 

 

 

 

 

 

                           新しいグループ名を入力できます。 

 

 

                           既存のグループから選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

                           インストールをキャンセルします。 

                           インストールを継続します。 

 

 

  【６】リアルリンクツール取扱説明書のグループを確認後、『継続』をクリックします。  

     ※通常、インストール先のプログラムグループ確認画面では、  

      プログラムグループを変更せずに次へ進んでください。 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

                           インストールをキャンセルします。 

                           インストールを継続します。  
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  【７】モジュール登録ツールのセットアップを開始します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                       インストール実行状態が％で表示されます。 

                       インストールをキャンセルします。 

 

 

  【８】下記の画面が表示されたら、『ＯＫ』をクリックしてください。 

     インストール完了です。Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動してください。 

 

 

 

 

                           インストールが完了しました。 
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６－２. インストール時のエラーメッセージ 

  インストールをしている途中、インストールメッセージが表示される場合があります。  

  インストールを正常に終わらせる為に、下記の正しい対応処理をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

    対応： ①『ＯＫ』をクリック後、Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動します。 

        ②もう一度セットアップ実行します。 

 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

 

    対応： 『無視』をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

    対応： 『無視』をクリックしてください。 

 

  

コピーしようとしているファイルより新しいファイルがシステムに存在します。  

現在のファイルをそのまま使用することをお勧めいたします。  

セットアップ先のファイルは、他のアプリケーションで使われています。使用中の  

アプリケーションを終了させてください。ファイルのコピーエラーを無視すると、  

そのファイルは組み込まれません。この場合、アプリケーションが正しく動作しな  

い可能性があります。エラーを無視しますか？ 

既に組み込まれています。既存のものを置き換えますか？  

セットアップ先のファイルは、他のアプリケーションで使われています。  

使用中のアプリケーションを終了させてください。 

ファイルのコピーにエラーが発生しました。 

システムにある一部のシステムファイルが最新でないので、セットアップを続行で  

きません。セットアップでこれらを更新してよいのなら『ＯＫ』をクリックして下  

さい。もう一度セットアップを実行する前に Windows を再起動する必要があります。 

システムファイルを更新しないでセットアップを終了する場合は、『キャンセル』  

をクリックしてください。 



 

３７  

第７章 プログラムの起動 

 

７－１. 起動前の確認 

   『第２章 動作条件』を必ずお読み下さい。  

 

７－２. 起動 

 

 本プログラムを起動します。 

 

  【１】『スタート』をクリックしアプリの一覧を表示します。 

 

 

  【２】『リアルリンクツール』を選択します。 

 

 

  【３】『モジュール登録ツール』を右クリックし、「その他」から「管理者として実行」を 

クリックすると「モジュール登録」画面を表示します。 

     ※「データベース管理ツール」が起動中、本プログラムは起動できません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

 Ｗｉｎｄｏｗｓ１０をご使用中でプログラムの起動に失敗する場合、 

『付録２.Windows10 ご使用中の起動失敗について』をご確認ください。 
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  注意！ 

    インストール後、初めての起動時「データベース選択」画面を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

     本プログラムで使用するデータベースの選択をしてください。 

     データベース選択については、『８－６. データベース選択』を参照してください。 

     以後、本プログラムを起動すると「モジュール登録」画面を表示します。  

 

     ※本プログラムをバージョンアップした場合、上記の画面は表示されません。 

      以前使用していたデータベースで本プログラムは起動します。  

 

  注意！ 

      ＭＳＤＥインスール後にコンピュータ名を変更すると、モジュール登録ツール  

      起動時に以下のようなエラーメッセージを表示します。 

     下記の対応処理をしてください。 

        

 

  対応：①『ＯＫ』をクリックして、ＭＳＤＥをアンインストールしてください。 

     ②『データベース管理ツール』より『ＭＳＤＥインストール』して、 

    『データベース登録』をしてください。 

        ③『モジュール登録ツール』を再起動してください。 

 

  注意！ 

      Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｄｅｆｅｎｄｅｒを有効にしている場合、モジュール登録ツール 

      起動時に以下のようなエラーメッセージを表示する場合があります。  

     下記の対応処理をしてください。 

        

  対応：Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｄｅｆｅｎｄｅｒのスキャン対象から、モジュール登録ツール 

     インストールフォルダ（デフォルトではＣ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ）を  

     除外してください。 
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第８章 操作 

 

８－１. 環境設定 

 

 通信設定 

     通信設定を設定します。 

     プルダウンメニューの「設定」から、『環境設定』を指示すると、画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                              本画面を終了します。 

  通信ポート毎にＲＳ２３２Ｃ 

                                通信設定ができます。 

 

   【１】通信ポートを選択します。 

      （通信ポートをクリックするとＣＯＭ１～ＣＯＭ５の選択ができます。）  

      ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。  

 

   【２】使用する電話回線を選択します。（出荷時設定：トーン）  

      リモートでインターフェースモジュールを使用して、公衆回線経由でメンテナンス  

する場合、有効になります。 

       ・ダイヤル回線 → パルス ・プッシュホン回線 → トーン  



 

４０  

   【３】ボーレート（通信速度）の選択をします。（出荷時設定： 57600bps） 

      1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、14400bps、19200bps、38400bps、57600bps 

      から選択ができます。 

 

   【４】パリティの有無を選択します。（出荷時設定：無し）  

      有りの時は奇数パリティになります。 

 

   【５】サムチェックの有無を選択します。（出荷時設定：無し）  

    ※ボーレート／パリティ／サムチェックの設定はインターフェースモジュールの設定と 

同じに設定してください。 

    ※インターフェースモジュール詳細については、各モジュールの取扱説明書を参照してください。 

 

   【６】モデム初期化データを入力します。（出荷時設定：ＡＴ＆Ｃ１）  

      パソコンに接続しているモデムの動作を設定するためのものです。 

      蓄積モジュール（リモート）が接続できない時に変更する必要があります。  

      電話番号とモデムの回線状態を確認した後、モデムのマニュアルを参照の上  

      設定を変更してください。 

      ※モデム初期化データを変更後、本プログラムを再起動してください。 

※通常、出荷時設定のまま使用してください。 

ただし、弊社推奨モデムＭ１４４Ｋ(ヒノックス製)を使用する場合は 

ＡＴ＆Ｃ１＆Ｄ２と設定してください。 

 

   【７】通信のタイムアウト時間とリトライ回数を設定してください。 

      （出荷時設定：タイムアウト４５秒、リトライ２回）  

      設定範囲：タイムアウト ４５～１８０秒、リトライ ０～５回 

    

【８】『記憶』をクリックします。 

      現在指定している通信ポートに対応したＲＳ２３２Ｃ通信設定を記憶します。  

 

    ※他の通信ポートを設定する時、上記の【１】～【７】の設定を繰り返してください。 

 

   【９】ローカルＩＰアドレスを設定します。 

複数のネットワークボードのあるパソコンの場合、どのボードを使用する  

か指定できます。ボードのＩＰアドレスを指定してください。   

（出荷時設定：デバイスマネージャで認識しているネットワークボードの 1 番目） 

      ネットワークボードが存在しない場合は設定できません。  

      本プログラムを起動中にネットワークボードを追加しても認識しません。  

      ネットワークボードを追加した場合、本プログラムを再起動して認識してください。 

 

   【１０】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 
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８－２. モジュール登録 

   リアルリンクモジュールの登録を行います。 

 

   

 

     

 

 

   【１】「モジュール登録」画面のタブより登録するモジュールを指定してください。 

 

８－２－１. ＳＣＨ／ＳＴＨ 

        ＲＳ２３２Ｃにてインターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／）  

        を登録する場合に指定します。 

        ８－２－１－１. 登録   Ｐ４２へ 

        ８－２－１－２．仮登録  Ｐ４５へ 

 

８－２－２. ＬＧＬ 

        イーサネットにてインターフェースモジュール（ＬＧＬ  ※生産中止品） 

        を登録する場合に指定します。 

        ＬＧＬの登録を行う場合は弊社までお問い合わせください。 

 

８－２－３. モジュール 

        その他のモジュール（ＷＲＬ、ＷＲＢＴ、ＷＫＤ、ＷＲＭ、ＷＲＭＰ、  

        ＷＲＢＡ、ＷＲＭＣ、ＷＣＤ、ＷＲＢＣ、ＷＫＭシリーズ  

または、ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

        を登録する場合に指定します。 

        ８－２－３－１. 登録   Ｐ４９へ 

        ８－２－３－２. 仮登録  Ｐ５４へ 

   

８－２－４. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ 

        ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭを登録する場合に指定します。 

        ８－２－４－１. 登録   Ｐ５７へ 

        ８－２－４－２. 仮登録  Ｐ６７へ 

 

  

注意  

 シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ）または、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 または、ジョイントモジュール （ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）はインターフェースモジュール 

 として使用するため、これらのモジュールは先に登録してください。  
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８－２－１. ＳＣＨ／ＳＴＨ 

 

  ＲＳ２３２Ｃを使用してインターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）を  

  登録します。 

 

８－２－１－１. 登録 

 

    インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）とパソコンをＲＳ２３２Ｃケーブルで  

    接続してください。 

 

 

 

 

                    ＲＳ２３２Ｃケーブル 

 

                     インターフェースモジュール 

                     （ＳＣＨ／ＳＴＨ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４３  

【１】「モジュール登録」画面のタブより『ＳＣＨ／ＳＴＨ』を指定してください。 

       下記の画面を表示します。 

 

 

                                 

                                   ＲＳ２３２Ｃで 

インターフェイ 

スモジュールを 

登録する時に選 

択します。 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

    

 

 

 

 

 

 

                             

        モジュールを登録します。 

                      モジュール登録情報を削除します。 

                      モジュール登録情報のリストを表示します。 

 

【２】インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）と接続した  

      ＣＯＭポートを選択してください。（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５） 

      ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。  

      （工場出荷時：ＣＯＭ１） 

   リモートで登録する場合は「ＴＥＬ」の□をチェックした後に電話番号を指定  

してください。 
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   【３】『検索』をクリックすると「検索中！」画面を表示します。  

       接続されているモジュールのサブネットＮｏ、モジュール種別、ニューロンＩＤ  

       を表示します。 

       サブネットＮｏは下記のように表示されます。 

        ＷＲＴ－ＳＣＨ：ディップスイッチで設定したサブネットＮｏを表示します。  

        ＷＲＴ－ＳＴＨ：ディップスイッチで設定したサブネットＮｏを表示します。 

 

   【４】ネットワークＮｏを（１～３００）の範囲で入力してください。 

      モジュールが接続されているネットワーク毎にＮｏを割り当ててください。 

      ※ネットワークＮｏの設定については『第２章 動作条件』を参照してください。 

 

 

   【５】モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

      ※モジュールＮｏの設定については『第２章 動作条件』を参照してください。 

 

 

   【６】モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

 

   【７】『登録』をクリックしてください。「登録完了」とメッセージを表示します。 

 

     

      

 

 

   ※インターフェースモジュールについては、各モジュールの取扱説明書を参照してください。 

  

注意  

 モジュールＮｏ、モジュール名称は、全てのネットワークで重複しないように  

 設定してください。 
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仮登録 

ポート指定 

ＲＳ２３２Ｃケーブル 

『自動構築』 

インターフェースモジュール 

（ＳＣＨ／ＳＴＨ） 

８－２－１－２. 仮登録 

 

    インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）とパソコンをＲＳ２３２Ｃケーブルで  

    接続する必要はありません。 

    『自動構築』をする時に、接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

    ※仮登録は、『自動構築』をすると登録できます。 

     （自動構築については、『８－３－１. 自動構築』を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

 『ＲＳ２３２Ｃ』の仮登録は１ネットワークに対して１台しかできません。  
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【１】「モジュール登録」画面のタブより『ＳＣＨ／ＳＴＨ』を指定してください。 

       下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  モジュールを登録します。 

                                     モジュールの登録情報を削除します。 

                     モジュールの登録情報のリストを表示します。 

 

【２】インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）と接続する  

      ＣＯＭポートを選択してください。（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５） 

      ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。  

      （工場出荷時：ＣＯＭ１） 

   リモートで仮登録する場合は「ＴＥＬ」の□をチェックした後に電話番号を指定  

してください。 

 

 

ＲＳ２３２Ｃで 

インターフェース 

モジュールを登録

する時に選択しま

す。 
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【３】『仮登録』にチェックをしてください。 

 

 

   【４】ネットワークＮｏを（１～３００）の範囲で入力してください。 

      ※ネットワークＮｏの設定については『第２章 動作条件』を参照してください。 

 

 

   【５】モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

 

       

        

 

      ※モジュールＮｏを指定しないで仮登録し『自動構築』を実行した場合、  

       モジュールＮｏは自動的に割り当てられ登録されます。  

      ※モジュールＮｏの設定については『第２章 動作条件』を参照してください。 

      ※サブネットＮｏはモジュールに設定してあるサブネットＮｏを設定します。  

      ※自動構築については、『８－３－１. 自動構築』を参照してください。 

 

 

   【６】モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

 

   【７】『登録』をクリックしてください。「仮登録完了」メッセージを表示します。 

 

 

   ※インターフェースモジュールについては、各モジュールの取扱説明書を参照してください。 

 

  

注意  

 モジュールＮｏ、モジュール名称は全てのネットワーク上で重複しないよう  

 に設定してください。 
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８－２－２. ＬＧＬ 

 

     

 

 

 

 

 

  

注意  

  ・イーサネットゲートウェイ（ＷＧＷ－ＬＧＬ ※生産中止品）の登録、 

   仮登録の方法については弊社までお問い合わせください。 
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モジュール 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

ＲＳ２３２Ｃケーブルまたは、ＬＡＮケーブル 

仮登録済み 

インターフェースモジュール 

（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）  

８－２－３. モジュール 

 

  その他のモジュール（ＷＲＬ、ＷＲＢＴ、ＷＫＤ、ＷＲＭ、ＷＲＭＰ、ＷＲＢＡ、  

  ＷＲＭＣ、ＷＣＤ、ＷＲＢＣ、ＷＫＭシリーズまたはＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録します。 

 

８－２－３－１. 登録 

 

    インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）を先に登録して

ください。 

インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）とパソコンを  

ＲＳ２３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブルで接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５０  

   【１】「モジュール登録」画面のタブより『モジュール』を指定してください。 

       下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             モジュールを登録します。 

モジュール登録情報を削除します。 

                            モジュール登録情報のリストを表示します。 

 

【２】インターフェースモジュールを選択してください。ネットワークＮｏを表示します。 

 

 

 

 

   【３】登録方法を選択してください。 

 

その他の 

モジュールを 

登 録 す る 場 合 に

選択します。 



 

５１  

      ○サービスピン 

        １．『検索』をクリックし、下記の画面が表示されるのでリアルリンク上  

           の登録するモジュールのサービスピンを押します。  

 

 

 

 

 

           指定したモジュールのサービスピンを押すと、モジュール種別と  

           ニューロンＩＤを表示します。 

           ※ＳＮＶＴｓ対応モジュールを登録した場合、モジュール種別の後ろ  

            に「＠」を表示します。 

 

          ※ＷＲＬモジュールの場合、サブネットＮｏは“１”、モジュールＮｏは

モジュールに設定（ディップスイッチ）してある値を表示します。 

またＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールの場合、すでにモジュール

に設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏを表示します。  

           （この場合、サブネットＮｏ／モジュールＮｏの変更はできません。） 

 

          ※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、 

ＬｏｎＭａｋｅｒの設定でドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バイト

に設定して登録をする必要があります。 

０１以外で登録した場合、本プログラムで登録できません。 

 

        ２．サブネットＮｏを（１～９）の範囲で入力してください。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ３．モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

注意！ 

サブネットＮｏ／モジュールＮｏは、全てのネットワーク上 

で重複しないように設定してください。 

 

        ※サブネットＮｏ／モジュールＮｏの設定については『第２章 動作条件』を 

         参照してください。 

  

注意  

 下記のリアルリンクツールを使用する場合、サブネットＮｏを（１～５）の範囲で  

 設定してください。 

   ・リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ） 

   ・ＤＤＥサーバー（ＷＲＳ－ＤＤＥ） 

   ・パラメータ設定ツール（ＷＲＳ―ＰＭＤ－２） 

   ・蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ バージョン３.０４以前） 

 

 



 

５２  

      ○ニューロンＩＤ指定 

 

        １．ニューロンＩＤを入力してください。（１２桁） 

          （入力文字：半角の数字、アルファベットＡ～Ｆ（半角の大文字））  

          ※製品に印刷されているニューロンＩＤを正確に入力してください。 

           （ニューロンＩＤはモジュールの注文時に指定が必要です。） 

            

 

 

 

        ２．『検索』をクリックすると「検索中！」画面を表示します。  

           指定したモジュールのモジュール種別とニューロンＩＤを  

           表示します。 

 

※ＳＮＶＴｓ対応モジュールを登録した場合、モジュール種別の後ろ  

           に「＠」を表示します。 

 

          ※ＷＲＬモジュールの場合、サブネットＮｏは“１”、モジュールＮｏは

モジュールに設定（ディップスイッチ）してある値を表示します。 

またＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールの場合、すでにモジュール

に設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏを表示します。  

           （この場合、サブネットＮｏ／モジュールＮｏの変更はできません。） 

 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、 

ＬｏｎＭａｋｅｒの設定でドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バイト  

に設定して登録をする必要があります。０１以外で登録した場合本プ  

ログラムで登録できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ３．サブネットＮｏを（１～９）の範囲で入力してください。 

 

        ４．モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

 

         

           

 

        ※サブネットＮｏ／モジュールＮｏの設定については『第２章 動作条件』を 

         参照してください。 

  

注意  

 ニューロンＩＤは、全てのネットワーク上で重複しないように設定してください。  

 

注意  

 下記のリアルリンクツールを使用する場合、サブネットＮｏを（１～５）の範囲で  

 設定してください。 

  ・リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ）  

  ・ＤＤＥサーバー（ＷＲＳ－ＤＤＥ） 

  ・パラメータ設定ツール（ＷＲＳ―ＰＭＤ－２） 

  ・蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ バージョン３.０４以前） 

 

注意  

 サブネットＮｏ／モジュールＮｏは、全てのネットワーク上で重複しないように  

 設定してください。 

 



 

５３  

   【４】モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

 

   【５】『登録』をクリックしてください。「登録完了」とメッセージを表示します。 

 

 

    

      

 

 

 

 

  

注意  

 ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭシリーズを本プログラムで登録後ＣＴ／ＰＴ設定を  

変更した場合は再登録する必要があります。 

 再登録については８６ページを参照してください。 

 



 

５４  

仮登録 

ニューロンＩＤ指定 

ＲＳ２３２Ｃケーブル 

または、ＬＡＮケーブル 

『自動構築』 

モジュール 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

モジュール 

仮登録済み 

インターフェースモジュール 

（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ 

ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

８－２－３－２. 仮登録 

 

    ニューロンＩＤで登録する場合、『仮登録』ができます。  

    仮登録する時、インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□） 

    とパソコンがＲＳ２３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブルで接続されている 

必要はありません。 

    『自動構築』をする時に、接続してください。 

 

    ※インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）を先に 

     仮登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※仮登録は、『自動構築』をすると登録できます。 

     （自動構築については、『８－３－１. 自動構築』を参照してください。） 

 

 

 

 

  



 

５５  

    【１】「モジュール登録」画面のタブより『モジュール』を指定してください。 

       下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            モジュールを登録します。 

モジュール登録情報を削除します。 

                           モジュール登録情報のリストを表示します。 

 

 

   【２】ニューロンＩＤを選択し、『仮登録』にチェックをしてください。 

 

 

 

 

 

その他の 

モジュールを 

登 録 す る 場 合 に

選択します。 



 

５６  

   【３】ニューロンＩＤを入力してください。（１２桁） 

      （半角の数字、アルファベットＡ～Ｆ（半角の大文字））  

      ※製品に印刷されているニューロンＩＤを正確に入力してください。 

       （ニューロンＩＤはモジュールの注文時に指定が必要です。）  

 

 

 

 

   【４】サブネットＮｏを（１～９）の範囲で入力してください。 

 

   【５】モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

 

 

 

 

 

    

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

   【６】モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

   【７】『登録』をクリックしてください。「仮登録完了」とメッセージを表示します。 

 

    

     

 

 

 

  

注意  

 ニューロンＩＤは、全てのネットワーク上で重複しないように設定してください。  

 

注意  

 サブネットＮｏ／モジュールＮｏは、全てのネットワーク上で重複しないように  

 設定してください。 

 

注意  

 ・ＷＲＬモジュールまたは、ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュール以外を  

  仮登録する場合、サブネットＮｏ／モジュールＮｏは入力しなくても構いません。  

  ※サブネットＮｏとモジュールＮｏを指定しないで『自動構築』を行なった場合、  

   サブネットＮｏ／モジュールＮｏは自動的に割り当てられ登録されます。  

  （自動構築については、『８－３－１. 自動構築』を参照してください。） 

 

注意  

 ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、ＬｏｎＭａｋｅｒの設定で  

 ドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バイトにして登録する必要があります。  

 ０１以外で登録した場合、本プログラムでは登録できません。 

 

注意  

  電力マルチメータ（ＷＫＭ）はジョイントモジュール（ＷＪＭ□）をインター 

  フェースにしないと正しく登録できません。 

  登録しても、その他のリアルリンクツールで正しく認識できません。  

 



 

５７  

ＲＳ２３２Ｃケーブルまたは、ＬＡＮケーブル 

インターフェースモジュール 

（ＷＪＭ□またはＷＶＭ□） 

ＲＳ２３２Ｃケーブルまたは、ＬＡＮケーブル 

インターフェースモジュール 

（ＷＪＭ□またはＷＶＭ□） 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸまたは、ＬＡＮケーブル  

ＬＡＮケーブル 

ＷＪＭ□またはＷＶＭ□またはＷＴＭ 

ジョイントモジュール 

８－２－４. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ 

 

  ＷＪＭまたはＷＶＭまたはＷＴＭを登録します。 

 

８－２－４－１. 登録 

 

   インターフェースモジュールとして登録する場合、ＷＪＭ□またはＷＶＭ□とパソコンを  

   ＲＳ２３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブルで接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

     

インターフェースモジュール（ＷＪＭ□またはＷＶＭ□）を使用してリアルリンクネット

ワーク上、イーサネット上にＷＪＭ□またはＷＶＭ□を登録する場合、インターフェース

モジュールを先に登録してください。 

モジュールを接続して登録する場合、インターフェースモジュールとパソコンを  

ＲＳ２３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブルで接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターフェースを使用しないで登録する場合、または、ＷＴＭを登録する場合は、 

登録するＷＪＭ□またはＷＶＭ□またはＷＴＭとパソコンをＬＡＮケーブルで接続して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５８  

  【１】「モジュール登録」画面のタブより『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』を指定してください。  

     下記の画面を表示します。    

 

 

 

 

                                     

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             モジュールを登録します。 

                       モジュール登録情報を削除します。 

                       モジュール登録情報のリストを表示します。 

 

 

         

                               

 

 

 

 

 

 

ジョイントモ

ジュールを登

録する場合、

選択します。 



 

５９  

  【２】形式選択を選択してください。 

     『ＷＪＭ』または『ＷＶＭ』または『ＷＴＭ』を選択します。  

 

  【３】登録方法を選択してください。 

○インターフェースとして登録 

 

１． 『登録方法』欄から「インターフェースとして登録」を選択してください。 

 

２． 「接続」欄からジョイントモジュールと接続した接続形態を選択してください。 

（ⅰ）ＲＳ２３２Ｃケーブルで接続時 

ＲＳ２３２Ｃを選択後、接続したＣＯＭポート（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５） 

を選択してください。                      

           ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に  

有効です。 

リモートで登録する場合は「ＴＥＬ」の□をチェックした後に電話番号

を指定してください。   

           （ⅱ）ＬＡＮで接続時 

イーサネットを選択後、ジョイントモジュールに設定したＩＰアドレ  

スを入力してください。 

※ＷＶＭを選択した場合ＷＡＮのＩＰアドレスを入力してください。 

        （ⅲ）ＷＡＮで接続時 

           イーサネットを選択後、ジョイントモジュールに設定したＩＰアドレ  

スを入力してください。 

   ポートＮｏは 16141 または 16142 を入力してください。 

 

３． 『検索』をクリックすると「検索中！」画面を表示します。  

接続されているジョイントモジュールのモジュール種別を取得します。  

ジョイントモジュールの種別によりジョイントモジュール情報欄の表示内容

が異なります。 

 

（ⅰ）ＲＳ２３２Ｃケーブルで接続時 

・ ＷＪＭ□－Ａの場合    

         サブネットＮｏ，モジュールＮｏ、ニューロンＩＤ、ＩＰアドレスを表示  

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６０  

・ ＷＪＭ□－Ｂの場合 

ＩＰアドレスを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  ＷＪＭ□－Ｃの場合 

サブネットＮｏ、モジュールＮｏ、ニューロンＩＤを表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・ＷＶＭ□―Ａの場合 

サブネットＮｏ，モジュールＮｏ、ニューロンＩＤを表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６１  

 

        ・ＷＶＭ□―Ｂの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （ⅱ）ＬＡＮケーブルで接続時 

サブネットＮｏ、モジュールＮｏ、ニューロンＩＤを表示します。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールの場合、すでにモジュー  

ルに設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏを表示します。  

           （この場合、サブネットＮｏ／モジュールＮｏの変更はできま 

せん。） 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、 

ＬｏｎＭａｋｅｒの設定でドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バイト  

に設定して登録をする必要があります。 

０１以外で登録した場合本プログラムで登録できません。 

 

 

     ４． ネットワークＮｏを（１～３００）の範囲で入力してください。          

 

 

５． サブネットＮｏ入力欄が表示されている場合、サブネットＮｏを（１～９）の

範囲で入力してください。 

  



 

６２  

６． モジュールＮｏ入力欄が表示されている場合、モジュールＮｏを（１～１２６）  

   の範囲で入力してください。 

 

 

 

 

 

７． ＩＰアドレス入力欄が表示されている場合、ＩＰアドレスを入力してください。 

   

 

８． モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

 

９． 『登録』をクリックしてください。「登録完了」とメッセージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

 サブネットＮｏ／モジュールＮｏは、全てのネットワーク上で重複しないように  

設定してください。 

 



 

６３  

 ○インターフェースを使用して登録 

 

１． 『登録方法』から「インターフェースを使用して登録」を選択してください。 

 

２． インターフェースモジュールを選択してください。ネットワークＮｏを表示し 

ます。 

※ インターフェースモジュールが、「ＲＳ２３２Ｃ」接続で登録した  

ＷＪＭ□－Ａ／ＷＶＭ□―Ａのジョイントモジュールの場合、 

『接続』欄は「イーサネット」、「ＬＯＮＷＯＲＫＳ」が設定可能にな

ります。 

※ インターフェースモジュールが「イーサネット」接続で登録した  

ジョイントモジュールの場合、『接続』欄は「ＬＯＮＷＯＲＫＳ」が設

定可能になります。 

※ インターフェースモジュールが、「ＲＳ２３２Ｃ」接続で登録した  

ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□―Ｂのジョイントモジュールの場合、『接続』

欄は「イーサネット」が設定可能になります。  

※ インターフェースモジュールが、「ＲＳ２３２Ｃ」接続で登録した  

ＷＪＭ□－Ｃのジョイントモジュールの場合、『接続』欄は「ＬＯＮＷＯ

ＲＫＳ」が設定可能になります。 

 

 

３． 接続方法を選択してください。 

 

（ⅰ）イーサネットを選択した場合           

  ① ジョイントモジュール情報欄のサブネットＮｏ、モジュールＮｏ、  

「サブネットＮｏ、モジュールＮｏを使用する」、「ＩＰアドレスを

使用する」、ＩＰアドレスを非表示にします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 『接続』欄のＩＰアドレスに、ジョイントモジュールに設定されて  

いるＩＰアドレスを入力してください。 

      

           

 ③ 『検索』をクリックすると「検索中！」画面を表示します。  

接続されているジョイントモジュールのモジュール種別を表示し  

ます。 



 

６４  

        （ⅱ） ＬＯＮＷＯＲＫＳを選択後、サービスピンを選択した場合 

          ① 『検索』をクリックし、下記の画面が表示されるのでリアルリンク  

上の登録するモジュールのサービスピンを押します。  

 

 

 

 

 

 

            指定したモジュールのサービスピンを押すと、モジュール種別とニ  

ューロンＩＤを表示します。 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールの場合、すでにモジュー 

ルに設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏを表示します。 

             （この場合、サブネットＮｏ／モジュールＮｏの変更はできま  

せん。） 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、 

ＬｏｎＭａｋｅｒの設定でドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バ  

イトに設定して登録をする必要があります。０１以外で登録した 

場合本プログラムで登録できません。 

 

 

        （ⅲ） ＬＯＮＷＯＲＫＳを選択後、ニューロンＩＤ指定を選択した場合          

    ① ニューロンＩＤを入力してください。（１２桁） 

            （入力文字：半角の数字、アルファベットのＡ～Ｆ（半角の大文字））  

            ※製品に印刷されているニューロンＩＤを正確に入力してください。 

            （ニューロンＩＤはジョイントモジュール注文時に指定が必要です） 

             

 

           

 

                   

   

             ② 『検索』をクリックすると「検索中！」画面を表示します。  

            指定したモジュールのモジュール種別とニューロンＩＤを表示し  

ます。 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールの場合、すでにモジュー 

ルに設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏを表示します。 

             （この場合、サブネットＮｏ／モジュールＮｏの変更はできま  

せん。） 

 

※ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを使用する場合、 

ＬｏｎＭａｋｅｒの設定でドメインＩＤ＝０１、ドメイン長＝１バ  

イトに設定して登録をする必要があります。０１以外で登録した 

場合本プログラムで登録できません。 

  

注意  

 ニューロンＩＤは、全てのネットワーク上で重複しないＩＤになっています。  



 

６５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． サブネットＮｏを（１～９）の 範囲で入力してください。 

 

５． モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

 

 

       

 

 

６． モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

７． 『登録』をクリックしてください。「登録完了」とメッセージを表示します。 

 

  

注意  

 サブネットＮｏ／モジュールＮｏは、全てのネットワーク上で重複しない  

 ように設定してください。 



 

６６  

 ○インターフェースを使用しないで登録 

     

１． 『登録方法』欄から「インターフェースを使用しないで登録」を選択して  

ください。 

 

２． 『接続』欄からジョイントモジュールまたはＷＴＭと接続した接続形態を  

選択してください。 

（ⅰ）ＬＡＮで接続 

「ＩＰ」を選択し、ジョイントモジュールまたはＷＴＭに設定されてい

るＩＰアドレスを入力してください。 

※ＷＶＭを選択した場合は、ＷＡＮにもＩＰアドレスを入力してくださ 

い。 

（ⅱ）ＷＡＮで接続 

「ＷＡＮ」を選択し、ＷＶＭまたはＷＴＭが接続されているルーターの

ＩＰアドレスを入力してください。 

※ＷＶＭを選択した場合ポートＮｏは 16141 または 16142 を入力して

ください。 

※ＷＴＭを選択した場合ＷＴＭのＷｅｂ機能で設定したポートＮｏを

入力してください。 

ＷＴＭのＷｅｂ機能についてはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュー

ル取扱説明書（仕様編）とＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱

説明書（設置・設定編）を参照してください。 

 

３． 『検索』をクリックすると「検索中！」画面を表示します。  

指定したモジュールのモジュール種別を表示します。  

 

４． モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

５． 『登録』をクリックしてください。「登録完了」とメッセージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

 ＷＴＭは「インターフェースを使用しないで登録」のみ選択可能となりますので  

 ご注意ください。 

 

注意  

 イーサネット上に接続してあるＷＴＭをＷＲＳ－ＶＳＳを使用して蓄積データを  

 収集する場合は、接続形態でＷＡＮを選択してＷＴＭに設定してあるＩＰアドレスと  

 ポートＮｏを入力してモジュール登録を行ってください。 



 

６７  

ＲＳ２３２Ｃケーブルまたは、ＬＡＮケーブル 

インターフェースモジュール 

（ＷＪＭ□またはＷＶＭ□） 

ＲＳ２３２Ｃケーブルまたは、ＬＡＮケーブル 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸまたは、ＬＡＮケーブル  

ジョイントモジュール 

     仮登録 

ポート指定 

ＩＰアドレス指定 

『自動構築』 

      仮登録 

ＩＰアドレス指定 

ニューロンＩＤ指定 

インターフェースモジュール 

 

８－２－４－２. 仮登録 

 

    ＷＪＭ□またはＷＶＭ□をインターフェースモジュールとして仮登録する場合、  

    インターフェースモジュール（ＷＪＭ□またはＷＶＭ□）とパソコンがＲＳ２３２Ｃ  

    ケーブル／ＬＡＮケーブルで接続する必要はありません。 

    『自動構築』する時に、接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

インターフェースモジュール（ＷＪＭ□またはＷＶＭ□）を使用してＷＪＭ□または  

ＷＶＭ□をイーサネット接続で登録する場合、またはＬＯＮＷＯＲＫＳ接続のニューロ

ンＩＤ指定で登録する場合、『仮登録』が出来ます。 

仮登録する場合、インターフェースモジュールとパソコンがＲＳ２３２Ｃケーブル／Ｌ

ＡＮケーブルで接続されている必要はありません。 

    『自動構築』をする時に、接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

  『接続』欄の「ＲＳ２３２Ｃ」選択時、仮登録は１ネットワークに対して１台  

  しか出来ません。 

 



 

６８  

ＬＡＮケーブル 

ＷＪＭ□またはＷＶＭ□ 

またはＷＴＭ 

      仮登録 

ＩＰアドレス指定 

インターフェースを使用しないで仮登録する場合、登録するＷＪＭ□またはＷＶＭ□ 

またはＷＴＭとパソコンをＬＡＮケーブルで接続する必要はありません。  

『自動構築』をする時に、接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※仮登録は、『自動構築』をすると登録出来ます。  

     （自動構築については、『８－３－１. 自動構築』を参照してください。） 

 

 

 

  



 

６９  

  【１】「モジュール登録」画面のタブより『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』を指定してください。  

     下記の画面を表示します。    

 

 

 

 

                                     

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               モジュールを登録します。 

                           モジュール登録情報を削除します。 

                       モジュール登録情報のリストを表示します。 

 

 

         

                               

 

 

  

ジョイントモ

ジュールを登

録する場合、

選択します。 



 

７０  

  【２】形式選択を選択してください。 

     『ＷＪＭ』または『ＷＶＭ』または『ＷＴＭ』を選択します。  

 

【３】『登録方法』を選択してください。 

      

○ インターフェースとして登録 

 

１． 『接続』欄からジョイントモジュールと接続する接続形態を選択してください。 

 

（ⅰ）ＲＳ２３２Ｃケーブルで接続時 

ＲＳ２３２Ｃを選択後、接続したＣＯＭポート（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５） 

を選択してください。                      

           ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に  

有効です。 

           （ⅱ）ＬＡＮで接続時 

イーサネットを選択後、ジョイントモジュールに設定したＩＰアドレ  

スを入力してください。 

※ＷＶＭを選択した場合ＷＡＮのＩＰアドレスを入力してください。 

        （ⅲ）ＷＡＮで接続時 

           イーサネットを選択後、ジョイントモジュールに設定したＩＰアドレ  

スを入力してください。 

   ポートＮｏは 16141 または 16142 を入力してください 

 

３． 『仮登録』をチェックしてください。 

    

４． ネットワークＮｏを（１～３００）の範囲で入力してください。 

  ※ネットワークＮｏの設定については『第２章 動作条件』を参照して 

ください。 

 

５． サブネットＮｏを（１～９）の範囲で入力してください。 

 

６． モジュールＮｏを（１～１２６）の範囲で入力してください。 

     ※サブネットＮｏ、モジュールＮｏの設定については『第２章 動作条件』

を参照してください。 

     ※ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□－Ｂのジョイントモジュールを仮登録する場合、 

サブネットＮｏ、モジュールＮｏを入力する必要はありません。  

 

７． モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

   コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

８． 『登録』をクリックしてください。「仮登録完了」とメッセージを表示します。  

 

  



 

７１  

    ○ インターフェースを使用して登録     

    

１． インターフェースモジュールを選択してください。ネットワークＮｏを表示 

   します。 

※ インターフェースモジュールが、「ＲＳ２３２Ｃ」接続で登録した  

ＷＪＭ□－Ａ／ＷＶＭ□―Ａのジョイントモジュールの場合、『接続』

欄は「イーサネット」、「ＬＯＮＷＯＲＫＳ」が設定可能になります。  

※ インターフェースモジュールが、「イーサネット」接続で登録した  

ジョイントモジュールの場合、『接続』欄は「ＬＯＮＷＯＲＫＳ」が設

定可能になります。 

※ インターフェースモジュールが、「ＲＳ２３２Ｃ」接続で登録した  

ＷＪＭ□－Ｂ／ＷＶＭ□―Ｂのジョイントモジュールの場合、『接続』欄

は「イーサネット」が設定可能になります。 

※ インターフェースモジュールが、「ＲＳ２３２Ｃ」接続で登録した 

ＷＪＭ□－Ｃのジョイントモジュールの場合、『接続』欄は「ＬＯＮＷＯ

ＲＫＳ」が設定可能になります。 

 

 

２． 接続方法を選択してください。 

 

（ⅰ）イーサネットを選択した場合           

  ① ジョイントモジュール情報欄のサブネットＮｏ、モジュールＮｏ、  

「サブネットＮｏ、モジュールＮｏを使用する」、「ＩＰアドレスを

使用する」、ＩＰアドレスを非表示にします。 

   

 

② 接続欄のＩＰアドレスに、ジョイントモジュールに設定されて  

いるＩＰアドレスを入力してください。 

      

 

        （ⅱ） ＬＯＮＷＯＲＫＳを選択後、ニューロンＩＤ指定を選択した場合          

    ① ニューロンＩＤを入力してください。（１２桁） 

            （入力文字：半角の数字、アルファベットのＡ～Ｆ（半角の大文字））  

            ※製品に印刷されているニューロンＩＤを正確に入力してください。 

            （ニューロンＩＤはジョイントモジュール注文時に指定が必要です） 

             

 

           

                

 

  

注意  

 ニューロンＩＤは、全てのネットワーク上で重複しないように設定してください。  

 



 

７２  

３．『仮登録』をチェックしてください。 

 

４． サブネットＮｏ入力欄が表示されている場合、サブネットＮｏを（１～９）

の範囲で入力してください。 

 

５． モジュールＮｏ入力欄が表示されている場合、モジュールＮｏを  

（１～１２６）の範囲で入力してください。 

 

 

        

 

６． モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

７． 『登録』をクリックしてください。 

「仮登録完了」とメッセージを表示します。 

     

        

    ○ インターフェースを使用しないで登録 

       

        

１. 『登録方法』欄から「インターフェースを使用しないで登録」を選択して  

   ください。 

 

 

２. 『接続』欄からジョイントモジュールまたはＷＴＭと接続した接続形態を  

選択してください。 

（ⅰ）ＬＡＮケーブルで接続 

  「ＩＰ」を選択し、ジョイントモジュールまたはＷＴＭに設定されている  

  ＩＰアドレスを入力してください。 

  ※ＷＶＭを選択した場合は、ＷＡＮにもＩＰアドレスを入力してください。 

（ⅱ）ＷＡＮで接続 

  「ＷＡＮ」を選択し、ＷＶＭまたはＷＴＭが接続されているルーターの  

  ＩＰアドレスを入力してください。 

  ※ＷＶＭを選択した場合ポートＮｏは 16141 または 16142 を入力してくださ

い。 

  ※ＷＴＭを選択した場合ＷＴＭのＷｅｂ機能で設定したポートＮｏを入力し   

   てください。 

ＷＴＭのＷｅｂ機能についてはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱  

説明書（仕様編）とＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（設置・  

設定編）を参照してください。 

  

注意  

 サブネットＮｏ／モジュールＮｏは、全てのネットワーク上で重複しないように  

 設定してください。 

 

 



 

７３  

３． 『仮登録』をチェックしてください。 

 

 

４． モジュール名称（全角最大４文字／半角最大８文字）、  

コメント（全角最大２０文字／半角最大４０文字）を入力してください。 

 

 

５． 『登録』をクリックしてください。「仮登録完了」とメッセージを表示 

します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

 ＷＴＭは「インターフェースを使用しないで登録」のみ選択可能となりますので  

 ご注意ください。 

 

注意  

 イーサネット上に接続してあるＷＴＭをＷＲＳ－ＶＳＳを使用して蓄積データを  

 収集する場合は、接続形態でＷＡＮを選択してＷＴＭに設定してあるＩＰアドレスと  

 ポートＮｏを入力してモジュール登録を行ってください。 



 

７４  

８－３. モジュールリスト 

   登録されているモジュールの一覧をリスト表示します。  

 

   【１】「モジュール登録」画面より『一覧リスト』をクリックすると、  

       下記の「モジュールリスト」画面を表示します。 

 

 

 

      ・アイコン 

         ：ネットワークＮｏ          ：アナログ入出力 

         ：ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ   ：デジタル入出力 

         ：ＷＫＤシリーズ／ＷＫＭシリーズ 

         ：仮登録 

         ：ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣシリーズ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□  

         ：複合モジュ－ル／ＷＲＢＡ－ＤＩＯ／ＷＲＢＣ 

         ：ＷＲＴ－ＳＴＯ           ：ＷＣＤシリーズ 

         ：ＷＴＭシリーズ 

 

  



 

７５  

      ・モジュール登録情報フォーマット 

       モジュール名称＜Ｓ／Ｎ,モジュール種別名,コメント,ニューロンＩＤ,××× ＞ 

 

        Ｓ／Ｎ ：インターフェースモジュール ＝ サブネットＮｏ―モジュールＮｏ 

    インターフェースを使用しないで登録したモジュール 

 ＝ サブネットＮｏ―モジュールＮｏ 

             その他のモジュール     ＝ サブネットＮｏ／モジュールＮｏ 

 

 

        ××× ：ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ  ＝ ＣＯＭポートＮｏ 

   ＷＪＭ□／ＷＶＭ□       ＝ ＣＯＭポートＮｏ／ＩＰアドレス 

   ＷＴＭ             ＝ ＩＰアドレス 

             その他のモジュール       ＝ なし 

 

   ※以下のモジュールは、サブネットＮｏ、モジュールＮｏが『０００』と表示されます。 

     ・登録時にインターフェースとして登録したジョイントモジュール（ＷＪＭ□―Ｂ  

／ＷＶＭ□―Ｂ） 

     ・登録時にインターフェースを使用して登録をし、かつ接続方法がイーサネットで  

      登録したジョイントモジュール 

     ・登録時にインターフェースを使用しないで登録したジョイントモジュール  

      またはＷＴＭ 

 

   ※ＳＮＶＴｓ対応モジュールを登録した場合、モジュール種別の後ろに「＠」を  

    表示します。 

 

   ※仮登録したインターフェースモジュールの登録情報は、  

サブネットＮｏ／モジュールＮｏ、モジュール種別名、ニューロンＩＤが、  

「？」と表示されます。 

 

   ※電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）はモジュール種別名に計測を行う高調波の次数と相  

の設定状態を表示します。 

 

    

        ①モジュール名称     ④モジュール種別名     ⑦接続状況 

        ②サブネットＮｏ     ⑤コメント 

        ③モジュールＮｏ     ⑥ニューロンＩＤ 

 

    

    例）蓄積モジュ－ル（ＷＲＴ－ＳＴＨ）登録の場合 

      蓄積１ < 025－001,蓄積ﾓｼﾞｭｰﾙ（蓄積ﾒﾓﾘ 1.0M）,第一ビルＡ室, 01003D77C400,COM1 > 

       ①   ②  ③      ④         ⑤      ⑥    ⑦ 

 

 

 

 



 

７６  

    例）電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）登録の場合 

      WKM < 03－021,高調波電力ﾏﾙﾁﾒｰﾀ(単相３線)@高調波:13 次:最大相/最大相間, 

      ①  ②  ③      ④       

第一ビルＢ室, 010173477C40 > 

⑤      ⑥   

 

    例）パルス入力モジュ－ル（ＷＲＢＴ－ＰＩ）仮登録時の場合  

       CN8 < ???／???,？？？？？,ＷＲＢＴ－ＰＩ, 01A594B99100 > 

        ①  ②  ③   ④      ⑤      ⑥ 

 

   【２】ネットワークＮｏのアイコンをクリックすると指定したネットワークに  

      接続されているモジュール一覧を表示します。 

      「青字」→ インターフェースモジュール 

     「黄緑字」→ インターフェースを使用しないで登録したモジュール  

      「黒字」→ その他のモジュール 

      「赤字」→ 通信異常（通信テスト後） 

      「○」 → 通信時に使用するインターフェースモジュール 

      「？」 → 仮登録されているモジュール 

 

   【３】『通信テスト』、『Ｗｉｎｋ』、『自動構築』を行う際にＰＣとの通信を行う  

      インターフェースモジュールの指定をします。 

       

      ＰＣとの通信を行うインターフェースモジュールは、デフォルトでは  

各ネットワークＮｏに登録されているインターフェースが選択され、  

丸が表示されています。 

この通信インターフェースを変更する場合は、対象のインターフェースモジュール  

をクリックしてください。○が選択したインターフェースモジュールに移動します。 

（インターフェースモジュールの設定は、各ネットワークＮｏに１台のみです）  

 

        ※『自動構築』の詳細に関しては、Ｐ７８を参照してください。 

        ※『通信テスト』の詳細に関しては、Ｐ８０を参照してください。 

        ※『Ｗｉｎｋ』の詳細については、Ｐ８０を参照してください。 

 

 

  



 

７７  

   【４】電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の高調波計測の次数、相選択／相間選択  

      電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）をリストから選択し、右クリックすると  

      下記図の円内のメニューが表示されます。 

      メニューをクリックすると設定画面が表示されます。  

      この時モジュールと通信を行い相線区分が異なっていると注意メッセージ  

「相線区分が変更されています。確認してください」を表示して設定画面は開きません。 

 

 

 

                   図１ 

       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     ネットワークＮｏ：リストで選択したモジュールのネットワークＮｏが表示されます。 

     モジュール名称 ：リストで選択したモジュールの名称が表示されます。  

     コメント    ：リストで選択したモジュールのコメントが表示されます。  

     次数選択    ：リストで選択したモジュールの次数が表示されます。  

              高調波計測の次数を変更する場合は、プルダウンメニューから  

希望の次数を選択し『設定ボタン』をクリックしてください。  

     相選択／相間選択：リストで選択したモジュールの相選択／相間選択が  

表示されます。 

高調波計測の相選択／相間選択を変更する場合は、 

プルダウンメニューから希望の相選択／相間選択を選択し、  

『設定ボタン』をクリックしてください。 

     『設定ボタン』：モジュール本体に対し次数、相／相間の設定を行います。  

      『キャンセル』：設定をキャンセルしてリスト画面に戻ります。  

 

 

 

 

 

 

   【５】『画面終了』をクリックすると、「モジュールリスト」画面を終了します。  

 

  

注意  

  モジュールを交換した際にはモジュールを再登録し、 

次数選択、相選択／相間選択の設定も再度設定してください。 

 



 

７８  

８－３－１. 自動構築 

    自動構築は、あらかじめモジュール仮登録した後に、『自動構築』を行うと自動的に  

    アドレス設定を行います。 

     

 

  

 

         

    【１】「モジュールリスト」画面より自動構築をするネットワークＮｏを選択します。 

         が表示されているネットワークＮｏを指定すると『自動構築』のボタン  

        が使用できます。 

 

    【２】使用するインターフェースモジュールを選択します。（○を表示します。）  

 

    【３】『自動構築』をクリックすると、下記の画面を表示します。  

        ○が表示されているインターフェースモジュールを使用して自動構築を  

        開始します。現在自動構築中の（モジュール名称：ネットワークＮｏ－サブ  

        ネットＮｏ／モジュールＮｏ）を表示します。 

 

 

 

 

 

    ※登録するモジュールまたは、仮登録の状況によって、サブネットＮｏ／モジュール  

     Ｎｏが割り当てられます。 

 

  ○ＳＣＨ／ＳＴＨ／その他のモジュールの場合 

               

 

 

                                            

            ※１ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

自動構築を中断します。 

指定したＳ／Ｎで登録されます。 

ＹＥＳ 

 

ＮＯ    ※１ 

 

Ｓ／Ｎを入力して 

仮登録した。 

モジュールに設定されているＳと 

指定したＮで登録されます。 

モジュールに設定されているＳと 

空いているＮで登録されます。 

ＮＯ ＮＯ 

 

ＹＥＳ ＹＥＳ 

 インターフェース 

モジュール 

Ｎを入力して 

仮登録した。 

指定したＳ／Ｎで登録されます。 

同一ネットワークに空いている  

Ｓ／Ｎに登録されます。 

ＮＯ 

 

ＹＥＳ 

 
Ｓ／Ｎを入力して 

仮登録した。 

 

その他のモジュール 

ＷＲＬモジュール／

Lonmaker で登録し 

たモジュール 

ＹＥＳ 

 

Ｓ＝サブネットＮｏ／Ｎ＝モジュールＮｏ 

※２  

モジュールに登録されている 

Ｓ／Ｎで登録されます。 

ＮＯ 

 

注意  

 インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）と 

 パソコンを接続してください。 

 



 

７９  

○ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭの場合 

               

 

 

                                            

             

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     パターン１・・・・設定してあるサブネットＮｏ、モジュールＮｏは無視されます。 

 

     パターン２・・・・モジュールに設定してあるサブネットＮｏ、モジュールＮｏで  

登録されます。 

 

  パターン３・・・・指定したサブネットＮｏ、モジュールＮｏで登録されます。  

 

  パターン４・・・・空いているサブネットＮｏ、モジュールＮｏで登録されます。  

 

 ※１ ＷＲＬモジュールのサブネットＮｏは“ 1”、モジュールＮｏはディップ 

スイッチで設定します。また、ＳＣＨ／ＳＴＨのサブネットＮｏ  

はディップスイッチまたは、ＴＥＬＮＥＴで設定します。 

     ※２ ＷＲＬモジュールに設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏまたは、  

        ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールのサブネットＮｏ／モジュールＮｏ  

        と仮登録時のサブネットＮｏ／モジュールＮｏが一致していない場合、  

        エラーになります。 

  

パターン１ 
ニューロンＩＤ 

指定で仮登録 

パターン１ 

ＮＯ 

ＮＯ 

 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

 

インターフェース 

モジュール 

インターフェース

を使用して仮登録 

ＮＯ 

 

ＹＥＳ 

 

Lonmaker で登録し

ている。 
 

ＹＥＳ 

 

Ｓ＝サブネットＮｏ／Ｎ＝モジュールＮｏ 

Ｓ／Ｎを入力して 

仮登録した。 
パターン２ 

パターン３ 

Ｓ／Ｎを入力して 

仮登録した。 
パターン４ 

パターン３ 

ＷＪＭ□－Ｂではない。 
パターン１ 

Ｓ／Ｎを入力して 

仮登録した。 
パターン４ 

パターン３ 

ＮＯ 

 

ＹＥＳ 

 

ＹＥＳ 

 

ＹＥＳ 

 

ＮＯ 

 

ＮＯ 

 

ＹＥＳ 

 

ＮＯ 

 

ＹＥＳ 

イーサネット 

 

イーサネット 

 

イーサネット 

 



 

８０  

８－３－２. 通信テスト 

    通信テストを行います。 

 

    【１】「モジュールリスト」画面より通信テストするネットワークＮｏを選択します。 

 

 

    【２】使用するインターフェースモジュールを選択します。（○を表示します。）  

 

 

    【３】『通信テスト』をクリックすると、下記の画面を表示します。  

        ○が表示されているインターフェースモジュールを使用して通信テストを  

        行います。 

        通信テストが終了するまで、下記の画面を表示します。  

        通信異常の場合、モジュール登録情報は「赤」で表示します。  

 

 

 

 

       ※仮登録されているモジュールの通信テストはできません。  

 

 

８－３－３. Ｗｉｎｋ 

    Ｗｉｎｋを指定します。 

 

    【１】「モジュールリスト」画面よりＷｉｎｋするネットワークＮｏを選択します。  

 

 

    【２】使用するインターフェースモジュールを選択します。（○を表示します。）  

 

 

    【３】Ｗｉｎｋするモジュールを指定します。 

       ※シリアル変換モジュール（ＷＲＳ－ＳＣＨ）または、蓄積モジュール  

        （ＷＲＴ－ＳＴＨ）を指定しても『Ｗｉｎｋ』のボタンは使用できません。  

       ※ＷＪＭ□、ＷＶＭ□、ＷＴＭの場合指定が可能になります。  

 

    【４】『Ｗｉｎｋ』をクリックします。 

        ○が表示されているインターフェースモジュールを使用して、  

        選択したモジュールのステータスＬＥＤが１０秒間点滅します。  

 

  



 

８１  

８－４. モジュール登録情報変更 

   登録されているモジュール登録情報の内容を変更します。  

   ※蓄積設定がある時は蓄積設定情報の変更を行います。  

 

８－４－１. インターフェースモジュール(ＳＣＨ／ＳＴＨ)の場合 

 

     

       

    

 

    【１】「モジュールリスト」画面よりモジュール登録情報を変更する  

       インターフェースモジュールを指定後、『ＯＫ』をクリックします。  

 

    【２】指定したインターフェースモジュールのモジュール登録情報を  

       「８－２モジュール登録」の各登録画面に表示します。 

 

    【３】モジュール登録情報の変更ができます。 

       ※ネットワーク内にインターフェースモジュールが 1 台で、その他の 

モジュールが１台以上あった場合、ネットワークＮｏは変更できません。  

       ※モジュールＮｏ、モジュール名称は重複しないように設定してください。 

 

    【４】『登録』をクリックします。 

 

    【５】モジュール登録情報を変更完了するまでに「インターフェースモジュール、  

モジュールＮｏ変更確認メッセージ」を表示します。  

 

       ※モジュール登録情報を変更すると「登録完了」とメッセ－ジを表示します。  

 

 

       ※インターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ）のモジュールＮｏ、モジュー 

ル名称、コメントの変更を行う場合は、インターフェースモジュールと接続  

する必要はありません。 

 

       

     仮登録の場合   

      モジュール名称とコメントのみが変更できます。 

      ＩＰアドレスを変更する場合は、一度モジュール登録情報を削除してから  

      再度、登録をしてください。 

 

  

注意  

 モジュールより先にインターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／  

 ＷＶＭ□） のネットワークＮｏを変更することはできません。 

 



 

８２  

 

「インターフェースモジュール、モジュールＮｏ変更確認メッセージ」について  

  

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

             

 

 
 
 
 
 
 
  

パターンＡ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

 

ＮＯ 
蓄積設定ツールで蓄積設定されている 

Ｉ/Ｆモジュール内に蓄積設定情報がある パターンＤ 

パターンＥ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 
モジュールＮｏ変更 

例）モジュールＮｏを 1 から２に変更した時 

ＳＴＨの登録情報を変更する 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

変更パターン 

ＭＳＤＥデータベースを使用している 

ＹＥＳ 

ＮＯ 
パターンＢ 

パターンＣ 



 

８３  

パターンＡ 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
パターンＢ 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※上記のパターンでインターフェースモジュール通信異常の時  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

「蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集して下さい 

[変更しますか？]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

はい 

 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースを変更しますか？]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 



 

８４  

パターンＣ 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パターンＤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はい 

 

はい 

 

いいえ 

 

「蓄積情報も変更しますか？」  

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

○ 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

「蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集して下さい 

[変更しますか？]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

○ 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 



 

８５  

パターンＥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※上記のパターンでインターフェースモジュール通信異常の時  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

いいえ 

 

「蓄積情報も変更しますか？」  

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

○ 日報月報設定情報 

○ Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースを変更しますか？]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

○ 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：変更しません  ○：変更します 



 

８６  

８－４－２. モジュールの場合 

 

     

 

 

       

     

      

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

      

    【１】「モジュールリスト」画面よりモジュール登録情報を変更するモジュール  

       を指定後、『ＯＫ』をクリックします。 

    【２】指定したモジュールのモジュール登録情報が「モジュール登録」画面に  

       表示されます。 

    【３】モジュール登録情報の変更ができます。 

       ※サブネットＮｏ／モジュールＮｏ、モジュール名称は重複しないように  

        設定してください。 

    【４】『登録』をクリックします。 

    【５】モジュール登録情報を変更完了する前に下記のメッセージを表示します。  

       ●モジュール登録情報変更確認メッセージ 

 

 

 

 

 ※モジュール名称、コメントの変更を行う場合は、 

モジュールと接続する必要はありません。 

※ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合  

下記のメッセージを表示します。 

        「蓄積している場合、蓄積設定ツールの一括設定で「モジュール名称が  

変更されています」のエラーが発生しないことを確認してください。」  

 

     仮登録の場合   

      モジュール名称、コメント、サブネットＮｏ、モジュールＮｏの変更ができます。 

      ニューロンＩＤを変更する場合は、一度モジュール登録情報を削除してから  

      再度、登録をしてください。 

「このモジュールは登録されています[変更しますか？]」 

いいえ：モジュール登録情報は変更されません。 

はい ：「登録完了」 

注意  

 モジュールより先にインターフェースモジュール（ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ□／  

 ＷＶＭ□）のネットワークＮｏを変更することはできません。 

 
注意  

 ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭシリーズを本プログラムで登録後  

  ＣＴ／ＰＴ設定を変更した場合は再登録する必要があります。  

   ・電力量単位がＭＷｈからｋＷｈに変更になった場合。 

   ・電力量単位がｋＷｈからｍＷｈに変更になった場合。 

    以上２点に該当する場合に必要な作業になります。 

    電力量単位が変更にならない場合は再登録を行う必要はありません。  

 

注意  

 再登録時はモジュールのリセットが行われます。 

 （サブネットＮｏ×０．２秒）＋（モジュールＮｏ×１秒）の間、  

  ＷＲＢＡ／ＷＲＢＣ／ＷＲＢＴ／ＷＲＬのデジタル出力、ディスクリート出力の  

  リアルリンクネットワーク通信は行われません。 

 



 

８７  

８－４－３. ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭの場合 

    

       

 

    

      

    

 

 

 

【１】「登録モジュールリスト」画面よりモジュール登録情報を変更する  

       ジョイントモジュールまたはＷＴＭを指定後、『ＯＫ』をクリックします。  

 

    【２】指定したジョイントモジュールまたはＷＴＭのモジュール登録情報を、  

       「モジュール登録」画面に表示します。 

 

    【３】モジュール登録情報の変更ができます。 

       ※ネットワーク内にインターフェースモジュールが 1 台で、その他のモジュール

が１台以上あった場合、ネットワークＮｏは変更できません。 

       ※サブネットＮｏ、モジュールＮｏ、モジュール名称は重複しないように設定し

てください。 

※ネットワーク内にインターフェースを使用して登録された 

ジョイントモジュールが存在し、インターフェースとして使用できる  

ジョイントモジュールが１台の場合、該当するインターフェースモジュールを

先に削除することは出来ません。 

 

    【４】『登録』をクリックします。 

 

    【５】モジュール登録情報の変更を確認するメッセージを表示します。  

 

       ※モジュール登録情報を変更すると「登録完了」とメッセ－ジを表示します。  

 

※ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合  

下記のメッセージを表示します。 

        「蓄積している場合、蓄積設定ツールの一括設定で「モジュール名称が  

変更されています」のエラーが発生しないことを確認してください。」  

 

       

     仮登録の場合   

      サブネットＮｏ、モジュールＮｏ、モジュール名称とコメントのみが変更できます。 

      ＩＰアドレスを変更する場合は、一度モジュール登録情報を削除してから  

      再度、登録をしてください。 

注意  

 モジュールより先にインターフェースとして登録したジョイントモジュール  

（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）のネットワークＮｏを変更することはできません。  

注意  

 再登録時はモジュールのリセットが行われます。 

 （サブネットＮｏ×０．２秒）＋（モジュールＮｏ×１秒）の間、  

  ＷＪＦのデジタル出力のリアルリンクネットワーク通信は行われません。  

 



 

８８  

 

「ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭ、登録内容変更確認メッセージ」について  

  

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 
 
 
 
 
 
  

パターンＡ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

 

ＮＯ 
蓄積設定ツールで各種設定されている 

ジョイントモジュール内に各種設定情報がある 

パターンＤ 

ＹＥＳ 

ＭＳＤＥデータベースを使用している 

ジョイントモジュールの登録情報を変更する 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

変更パターン 

ＮＯ 

パターンＢ 
ＮＯ 

パターンＣ 

サブネットＮｏ／モジュールＮｏ変更 

例）サブネットＮｏを１から２に変更 

  モジュールＮｏを１から３に変更した時  

ＹＥＳ 



 

８９  

パターンＡ 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
パターンＢ 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

「蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集して下さい 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

○ 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

「モジュール内のアドレスを上書きしますか？」 

「現在のモジュールのアドレス設定を１／１を２／３  

に変更します」 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

はい 

 

いいえ 

 



 

９０  

パターンＣ 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※上記のパターンでジョイントモジュール通信異常の時  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースを変更しますか？]」 

いいえ 

 × モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

「蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集して下さい 

[変更しますか？]」 

いいえ 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

「モジュール内のアドレスを上書きしますか？」 

「現在のモジュールのアドレス設定を１／１を２／３  

に変更します」 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

はい 

 

いいえ 

 



 

９１  

 
パターンＤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※上記のパターンでジョイントモジュール通信異常の時  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 

 

はい 

 

いいえ 

 

「蓄積情報も変更しますか？」  

「このモジュールは登録されています 

[変更しますか？]」 

 

 

いいえ 

 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースを変更しますか？]」 

いいえ 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

「モジュール内のアドレスを上書きしますか？」 

「現在のモジュールのアドレス設定を１／１を２／３  

に変更します」 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

いいえ 

 

はい 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× ジョイントモジュール内の蓄積情報  

×：変更しません  ○：変更します 



 

９２  

８－５. モジュール登録情報削除 

   登録されたモジュール登録情報を削除します。 

 

８－５－１. インターフェースモジュール(ＳＴＨ／ＳＣＨ)の場合 

    蓄積設定がある時は蓄積設定情報の削除を行います。  

 

   

 

 

    【１】「モジュールリスト」画面よりモジュール登録情報を削除するインター  

       フェースモジュールを指定し、『ＯＫ』をクリックします。  

 

 

    【２】指定したモジュールのモジュール登録情報が「モジュール登録」画面に  

       表示されます。 

 

 

    【３】『削除』をクリックします。下記の確認メッセージを表示します。  

        

    【４】 モジュール登録情報削除を完了するまでに、「インターフェースモジュール  

登録情報削除確認メッセージ」を表示します。 

※ネットワーク内にインターフェースモジュールが 1 台の場合、 

        モジュールより先にインターフェースモジュールを削除することは  

        できません。 

  ※モジュール登録情報を削除すると「削除完了」とメッセージを表示します。  

 

注意  

  蓄積モジュール（WRT-STH）または、を削除する場合は、 

蓄積データが収集できなくなるため先にデータ収集を行ってください。  

 



 

９３  

 

「インターフェースモジュール登録情報削除確認メッセージ」について  

 
 
 
 

 

  

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ＮＯ 

蓄積設定ツールで蓄積設定されている 

 

ＹＥＳ 

ＳＴＨの登録情報を削除する 
ＮＯ 

ＹＥＳ 

削除パターン 

パターンＢ 
ＮＯ 

ＭＳＤＥデータベースを使用している 

 

ＹＥＳ 

パターンＡ 

ＹＥＳ ＮＯ 

 

Ｉ/Ｆモジュール内に蓄積設定情報がある 

パターンＣ 

パターンＤ 

ＹＥＳ ＮＯ 

 

Ｉ/Ｆモジュール内に蓄積設定情報がある 

パターンＥ 

パターンＦ 



 

９４  

パターンＡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パターンＢ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パターンＣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 
「削除してよろしいですか？」 

 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定ツール設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

はい 

 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

はい 

 

いいえ 

 

「蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集してください 

[削除しますか？]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

いいえ 

 

はい 

 

「蓄積情報も削除しますか？」 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 



 

９５  

パターンＤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※上記のパターンでインターフェースモジュール（ＳＴＨ）通信異常の時  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

はい 

 

いいえ 

 

「Ｉ／Ｆモジュール内の蓄積情報を削除しますか？ 

[現在のモジュールＮｏは 1 です]」 

 ○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースから削除しますか？ ]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 



 

９６  

パターンＥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パターンＦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

はい 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

「Ｉ／Ｆモジュール内の蓄積情報を削除しますか？ 

[現在のモジュールＮｏは 1 です]」 

 

「蓄積情報も削除しますか？」 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

はい 

 

はい 

 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

「蓄積情報も削除しますか？」 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 



 

９７  

 ※上記のパターンでインターフェースモジュール（ＳＴＨ）通信異常の時  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースから削除しますか？ ]」 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× Ｉ/Ｆモジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 



 

９８  

８－５－２. モジュールの場合 

 

 

    【１】「モジュールリスト」画面よりモジュール登録情報を削除するモジュールを指定  

し、『ＯＫ』をクリックします。 

 

 

    【２】指定したモジュールのモジュール登録情報が「モジュール登録」画面に表示され

ます。 

 

 

    【３】『削除』をクリックします。下記の確認メッセージを表示します。  

 

       ●モジュール登録情報削除確認メッセージ 

 

 

 

 

             ●モジュール内のアドレス削除確認画面 

 

 

 

 

       ※モジュール登録情報を削除すると「削除完了」とメッセ－ジを表示します。   

       ※ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合  

下記のメッセージを表示します。 

        「蓄積している場合、蓄積設定ツールの一括設定で  

「モジュール登録情報が削除されています」のエラーが発生しないことを  

確認してください。」 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「削除してもよろしいですか？」 

いいえ：モジュール登録情報は削除されません。 

はい ：モジュール登録情報は削除されます。 

「モジュール内アドレスを削除しますか？」 

いいえ：モジュール内のアドレスは削除されません。  

はい ：モジュール内のアドレスは削除されます。 

注意  

  ＬｏｎＭａｋｅｒで登録したモジュールを本プログラムで登録すると、 

  すでにモジュールに設定してあるサブネットＮｏ／モジュールＮｏ 

  （アドレス）で登録されます。 

  このモジュール登録情報を本プログラムで削除する場合、モジュール登録 

  情報だけを削除してください。モジュールのサブネットＮｏ／モジュールＮｏ 

  （アドレス）を削除するとＬｏｎＭａｋｅｒでエラーになります。 

 

注意  

  電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）を削除した場合、 

  次数選択、相選択／相間選択の設定は変更されず、モジュール側に設定されたまま 

  になります。  （設定についてはＰ８０を参照してください） 

 



 

９９  

 

８－５－３. ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭの場合 

  

 

 

 

 

    【１】「登録モジュールリスト」画面よりモジュール登録情報を削除する  

       ジョイントモジュールまたはＷＴＭを指定し、『ＯＫ』をクリックします。  

 

 

    【２】指定したモジュールのモジュール登録情報が「モジュール登録」画面に  

       表示されます。 

 

 

    【３】『削除』をクリックします。下記の確認メッセージを表示します。  

        

    【４】 モジュール登録情報の削除を確認するメッセージを表示します。  

※ネットワーク内にインターフェースモジュールが 1 台の場合、 

         モジュールより先にインターフェースモジュールを削除することは  

         できません。 

  ※ネットワーク内にインターフェースを使用して登録された 

ジョイントモジュールが存在し、インターフェースとして使用できるジョイ

ントモジュールが１台の場合、該当するインターフェースモジュールを先に

削除することは出来ません。 

   

※モジュール登録情報を削除すると「削除完了」とメッセージを表示します  

 

  ※ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合 

下記のメッセージを表示します。 

   「蓄積設定ツールで削除されていることを確認してください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  

  ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）またはＷＴＭを削除する場合は、  

  蓄積データが収集できなくなるため先にデータ収集を行ってください。  

 



 

１００  

 

「ＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭ登録情報削除確認メッセージ」について  

 

  

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
パターンＡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓄積設定ツールで蓄積設定されている 

 

ＹＥＳ 

削除パターン 

パターンＡ 
ＮＯ 

ＭＳＤＥデータベースを使用している 

 

ＹＥＳ 

はい 

 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

はい 

 

いいえ 

 

「蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集してください 

[削除しますか？]」 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

いいえ 

 

パターンＢ 

パターンＣ 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

「モジュール内アドレスを 

削除しますか？」 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

はい 

 

ＮＯ 



 

１０１  

 ※上記のパターンでＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭが通信異常の時  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
パターンＢ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

はい 

 

はい 

 

いいえ 

 

「モジュール内の蓄積情報を削除しますか？」 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

いいえ 

 

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースから削除しますか？ ]」 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

「モジュール内アドレスを 

削除しますか？」 

いいえ 

 

はい 

 



 

１０２  

パターンＣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ※上記のパターンでＷＪＭ□／ＷＶＭ□／ＷＴＭが通信異常の時  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

  

はい 

 

「通信異常が発生しました 

[データベースから削除しますか？ ]」 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

はい 

 

はい 

 

いいえ 

 

「蓄積情報も削除しますか？」 

「削除してよろしいですか？」 

 

 

いいえ 

 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

○ 蓄積設定情報 

○ リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

○ モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

× モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

○ モジュール登録情報 

× 蓄積設定情報 

× リアルタイムモニタ設定情報  

× 日報月報設定情報 

× モジュール内の蓄積情報 

×：削除しません  ○：削除します 

「モジュール内アドレスを 

削除しますか？」 

いいえ 

 

はい 

 



 

１０３  

８－６. データベース選択 

   本プログラムで使用するデータベースの選択をします。  

 

    

     

 
 
 

   【１】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ファイル」から  

      『データベース選択』を指示すると、下記の「データベースの選択」画面を  

       表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【２】本プログラムで使用するデータベースの選択をします。  

 

      ＡＣＣＥＳＳデータベース： 

       本プログラムで作成したモジュール登録情報のみを使用する場合に選択します。 

 

 

 

 

 

 

モジュール登録ツール 

（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ） 
ＡＣＣＥＳＳ 
データベース 

注意  

  現在使用しているデータベースのモジュール登録情報を引き続き使用しない場合、  

  モジュール登録情報を全て削除してから「データベース選択」を行ってください。  

 



 

１０４  

      ＭＳＤＥデータベース： 

 

       本プログラムで作成したモジュール登録情報を下記のリアルリンクツールにて  

       使用する場合に選択します。 

        ・日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）バージョン３.２０以上 

・蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）バージョン３.９０以上 

・リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ） 

        ※ＭＳＤＥがインストールされていなければなりません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【３】『ＯＫ』をクリックすると、「データベースを変換しますか？」と  

      メッセージを表示します。 

  

      『はい』 ：以前使用していたモジュール登録情報を引き続き使用できます。  

            「データベース選択」を行うと自動的にモジュール登録情報が  

            インポートされます。 

 

       『いいえ』：データベースを変換しません。 

 

     

      

 

 

モジュール登録ツール 

（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ） 
ＭＳＤＥ 

データベース 

日報・月報ソフト 

（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ） 

蓄積設定ツール 

（ＷＲＳ－ＰＭＳ） 

リアルタイムモニタ 

（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ） 

注意  

  ＡＣＣＥＳＳデータベースで登録した場合は定格情報をデータベースに登録しません。  

  ＭＳＤＥデータベースに変更する場合は、モジュールの再登録が必要です。  

 



 

１０５  

８－７. Ｄ／Ｂ変換 

８－７－１. ＭＲＴ Ｄ／Ｂ インポート(ＡＣＣＥＳＳデータベース選択時) 

 

     モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）で作成したモジュール登録情報 

     を引き続き本プログラム（ＡＣＣＥＳＳデータベース）で使用する場合に  

     行います。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【１】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ツール」から『Ｄ／Ｂ変換』  

      を指示すると、下記の「Ｄ／Ｂ変換」画面を表示します。  

 

 

 

 

  

ＭＲＴ ＮＣＦＴ 

Ｖ３.００以降 ＡＣＣＥＳＳ 

データベース 

注意  

  ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）バージョン３.００以降のモジュール 

   登録情報を変換します。 

 

  ・本プログラムのデータベースが「ＡＣＣＥＳＳデータベース」選択時のみ 

   操作できます。「ＭＳＤＥデータベース」のデータベースを使用する場合は、 

   『データベース管理ツール』より「モジュール登録情報インポート（ MRT）」 

   を行ってください。 

 

  ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）でインターフェースモジュールを登 

   録していない場合、インポート後、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ） 

   でインターフェースモジュールの再登録ができません。 

   インポート前にモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）でインターフェース 

   モジュールを登録してください。 

 

  ・Ｄ／Ｂ変換後、インターフェースモジュールのサブネットＮｏは「０」と 

   なりますのでそのモジュールを再登録してください。 

 



 

１０６  

   【２】「ＭＲＴ－Ｄ／Ｂ インポート」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【３】モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）のインストールパスを指定します。  

      デフォルトディレクトリ：Ｃ：￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

                     モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）が 

                     インストールされているディレクトリです。 

 

      ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）のインストールパスが  

       「ＲｉａｌＨｏｓｔ」でない場合、変更したパスに『￥Ｍｎｇｔｏｏｌ』  

       を追記してください。 

       Ｃ：￥×××××￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

             インストールパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】『参照』をクリックすると下記の「パス指定」画面を表示します。  

      ドライブ指定、ディレクトリ指定からでもパスの指定ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｄ／Ｂ変換を開始します。 

 

「パス指定」画面を表示します。 

クリック 

指定したパスを設定します。 

本画面を終了します。 



 

１０７  

   【５】「Ｄ／Ｂ変換」画面の『ＯＫ』をクリックすると「Ｄ／Ｂ変換中！」画面が  

       表示されＤ／Ｂ変換が行われます。 

 

 

 

   【６】『画面終了』をクリックすると、「Ｄ／Ｂ変換」画面は終了します。  

 

  



 

１０８  

８－７－２. ＭＲＴ Ｄ／Ｂ エクスポート 

 

     モジュール登録情報を下記のリアルリンクツールで使用する時に行います。  

 

     ≪リアルリンクツール≫ 

       リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ） 

       ＤＤＥサーバー（ＷＲＳ－ＤＤＥ） 

       パラメータ設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＤ－２） 

       蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）バージョン３.０４以前 

       日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）バージョン３ .０４以前 

    

 

 

 

 

 

 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【１】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ツール」から『Ｄ／Ｂ変換』を  

      指示すると、下記の「Ｄ／Ｂ変換」画面を表示します。  

 

 

 

 

 

ＮＣＦＴ ＭＲＴ 

モジュール 

登録情報 
Ｖ３.００以降 

注意  

  ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）バージョン３.００以降のモジュール 

   登録情報に変換します。ただし、サブネットＮｏ６，７，８，９を指定して 

   登録した情報はモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）にて認識できません。 

 

  ・仮登録がある場合、ＭＲＴ Ｄ／Ｂ エクスポートはできません。 

 

  ・ジョイントモジュールの登録情報（ＷＪＭ□）は、ＭＲＴ Ｄ／Ｂ エクスポート 

   ができません。 

 

  ・電力マルチメータの登録情報（ＷＫＭ）は、ＭＲＴ Ｄ／Ｂ エクスポートが 

   できません。 

 

  ・ネットワークＮｏが１２７以降のネットワーク登録した情報は、 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）にて認識できません。 

 



 

１０９  

   【２】「ＭＲＴ－Ｄ／Ｂ エクスポート」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【３】モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）のインストールパスを指定します。  

      モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）をインストールしている場合、  

      確認画面を表示後、Ｄ／Ｂは上書きされます。 

      デフォルトディレクトリ：Ｃ：￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

                     モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）が 

                     インストールされているディレクトリです。 

      ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）のインストールパスが 

       「ＲｉａｌＨｏｓｔ」でない場合、変更したパスに『￥Ｍｎｇｔｏｏｌ』  

       を追記してください。 

       Ｃ：￥×××××￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

             インストールパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】『参照』をクリックすると下記の「パス指定」画面を表示します。  

      ドライブ指定、ディレクトリ指定からでもパスの指定ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

 Ｄ／Ｂ変換を開始します。 

 

「パス指定」画面を表示します。 

指定したパスを設定します。 

本画面を終了します。 



 

１１０  

   【５】「Ｄ／Ｂ変換」画面の『ＯＫ』をクリックすると「Ｄ／Ｂ変換中！」画面が  

       表示されＤ／Ｂの作成が行われます。 

 

 

 

   【６】『画面終了』をクリックすると、「Ｄ／Ｂ変換」画面は終了します。  

 



 

１１１  

８－８. Ｄ／Ｂエクスポート 

 

   登録したモジュール登録情報を指定したパスにコピーします。  

   モジュール登録情報を他のパソコンのモジュール登録情報に併合する時に使用します。  

   ※仮登録がある場合、Ｄ／Ｂエクスポートできません。 

 

 

 

 

 

 

 

   例）蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、ジョイントモジュール（ＷＪＭ□／  

     ＷＶＭ□）、Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を使用して  

     モジュールのデータを遠隔から収集する時に行います。 

     ※Ｄ／Ｂエクスポートの例については、付録１を参照してください。 

 

 

   【１】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ファイル」から、  

      『Ｄ／Ｂエクスポート』を指示すると、下記の画面を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【２】Ｄ／Ｂエクスポートするパスを指定します。  

       デフォルトディレクトリ： 

       Ｃ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

             本プログラムがインストールされているディレクトリです。  

 

 

 

 

 

 

 

 Ｄ／Ｂエクスポートを開始します。 

「パス指定」画面を表示します。 

モジュール登録情報 

モジュール登録情報 

エクスポートファイル 

コピー 



 

１１２  

   【３】『参照』をクリックすると下記の「パス指定」画面を表示します。  

      ドライブ指定、ディレクトリ指定からでもパスの指定ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】『ＯＫ』をクリックするとＤ／Ｂエクスポートを開始します。  

       上記で設定したパスにエクスポートファイル（登録.ＥＸＰ）が作成されます。 

 

 

 

注意 

    モジュール登録情報を他のパソコンやＣＤ－Ｒなどにコピーして保管して 

    おくと、パソコンが故障した時などに使用できます。 

     保存データベース名 ：登録．ＥＸＰ 

     保存ディレクトリパス：Ｃ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定したパスを設定します。 

本画面を終了します。 

１．『Ｄ／Ｂエクスポート』を 

   します。 

２．エクスポートしたデータベースを 

  コピーしておきます。 

CD-ROM 

他のﾊﾟｿｺﾝ 

３．使用しているパソコンが 

  故障してしまった。 

４．新しいパソコンに本プログラムを 

  インストールし、２でコピーした 

  エクスポートファイルをエクスプローラ 

  より「保存ディレクトリパス」に入れます。 

CD-ROM 

他のﾊﾟｿｺﾝ 

５．本プログラムを起動し 

  『Ｄ／Ｂインポート』をします。 

６．新しいパソコンで再び使用できます。 



 

１１３  

８－９. Ｄ／Ｂインポート 

 

   Ｄ／Ｂエクスポートしてコピーしたモジュール登録情報を併合します。  

   他のパソコンで「Ｄ／Ｂエクスポート」したモジュール登録情報を併合する時に  

   使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

 

 

 

 

 

    例）遠隔の蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、またはジョイントモジュール  

      （ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）を使用してモジュールのデータを収集する時に行います。 

      ※Ｄ／Ｂインポートの例については、付録１を参照してください。 

 

 

   【１】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ファイル」から、  

      『Ｄ／Ｂインポート』を指示すると、下記の画面を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

   【２】Ｄ／Ｂインポートするパスを指定します。 

       デフォルトディレクトリ： 

       Ｃ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

             本プログラムがインストールされているディレクトリです。  

 

 

 

 

 

上書き 

モジュール登録情報 
モジュール登録情報 

エクスポートファイル 

 Ｄ／Ｂインポートを開始します。 

「パス指定」画面を表示します。 

注意  

  ・Ｄ／Ｂインポート時、ネットワークＮｏごとにモジュール登録情報は 

   上書きされます。Ｄ／Ｂインポートする時は必ずネットワークＮｏが 

   異なっていることを確認してください。 

  ・サブネットＮｏ／モジュールＮｏ、モジュール名称が重複していると 

   インポートできません。 

 



 

１１４  

指定したパスを設定します。 

本画面を終了します。 

   【３】『参照』をクリックすると下記の「パス指定」画面を表示します。  

      ドライブ指定、ディレクトリ指定からでもパスの指定ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】『ＯＫ』をクリックするとＤ／Ｂインポートを開始します。  

       上記で設定したパスのエクスポートファイル（登録.ＥＸＰ）を取り込みます。 

 



 

１１５  

指定したパスを設定します。 

本画面を終了します。 

８－１０. 登録情報作成 

 

   モジュール登録情報をＣＳＶ形式のファイルにし、モジュール登録情報が確認できます。 

 

   【１】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ファイル」から、  

      『登録情報作成』を指示すると、下記の画面を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

   【２】登録情報を作成するパスを指定します。 

       デフォルトディレクトリ： 

       Ｃ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ￥Ｍｎｇｔｏｏｌ 

             本プログラムがインストールされているディレクトリです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

   【３】『参照』をクリックすると下記の「パス指定」画面を表示します。  

      ドライブ指定、ディレクトリ指定からでもパスの指定ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】『ＯＫ』をクリックすると登録情報作成を開始します。  

      上記で設定したパスにモジュール登録情報のＣＳＶ形式ファイル  

      「ＭＤＬＣＳＶ．ＤＡＴ」を作成します。 

 登録情報を作成します。 

「パス指定」画面を表示します。 



 

１１６  

   モジュール登録情報フォーマット 

 

      Ｎｏ,×  △ネットワークＮｏ△サブネットＮｏ／モジュールＮｏ, ニューロンＩＤ,  

                   モジュール名称,モジュール種別名,コメント, ××× 

 

       ×  ：仮登録  ＝ Ｘ 

           登録完了 ＝ Ｒ 

 

       ×××：ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ ＝ ＣＯＭポートＮｏ 

               ＷＪＭ□／ＷＶＭ□         ＝ ＣＯＭポートＮｏ, ＩＰアドレス 

           ＷＴＭ             ＝ ＩＰアドレス 

           その他のモジュール       ＝ なし 

 

      ※ジョイントモジュールにＣＯＭポート、もしくはＩＰアドレスのどちらか片方の

設定しかされていない場合、『×××』には設定されているＣＯＭポート、ＩＰ

アドレスを表示します。 

 

      ※モジュール名称：半角８文字、モジュール種別名：半角３２文字、 

       コメント：半角４０文字の幅で表示します。文字数が少ない場合は、  

       スペースが入ります。 

 

      ※ＳＮＶＴｓ対応モジュールを登録した場合、モジュール種別の後ろに  

       「＠」を表示します。 

 

      ※仮登録したモジュール登録情報は、サブネットＮｏ／モジュールＮｏ、 

       モジュール種別名、ニューロンＩＤは、「？」と表示されています。  

 

      ※インターフェースモジュールの場合、サブネットＮｏは“ 00”と表示します。 

 

 

      例）蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）登録時の場合 

 

         0001,Ｒ△001△00/001,01003d77c400,ＳＴＨ１,蓄積（ﾛｰｶﾙ設定）△×１６, 

          Ｎｏ                          モジュール種別名 

                             モジュール名称 

                               ローカル設定△×２８,ＣＯＭ１ 

                                  コメント    接続状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ニューロンＩＤ 

        モジュールＮｏ 

      サブネットＮｏ 

   ネットワークＮｏ 

  登録状況 

 

 



 

１１７  

      例）パルス入力モジュール（ＷＲＢＴ－ＰＩ）仮登録時の場合 

 

         0001,Ｘ△001△??/???, 01A594B99100,ＰＩ８△×２,？？？？？△×２２, 

          Ｎｏ                          モジュール種別名 

                              モジュール名称 

                                   パルス入力△×２８ 

                                       コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ニューロンＩＤ 

        モジュールＮｏ 

       サブネットＮｏ 

    ネットワークＮｏ 

 登録状況 

 

 



 

１１８  

８－１１. Ｄ／Ｂアップデート(ＡＣＣＥＳＳデータベース 

選択時のみ) 

   データベースのアップデートをします。 

 

 

 

 

   現在使用しているデータベースが新しいモジュール（未対応モジュール）に対応  

   していない時、アップデートファイルよりデータベースに未対応モジュールの  

   情報をアップデート（認識）させます。 

 

    

 

 

 

     

 

   アップデートする条件 

    下記の「データベースアップデート」画面のタイトルバーに表示されている  

「データベースバージョン」よりお手元にある「アップデートファイル」の 

バージョンが大きい場合に行ってください。 

 

   【１】ＦＤドライブにアップデートＦＤ「アップデートファイル」を挿入してください。 

 

   【２】「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ツール」から、  

      『Ｄ／Ｂアップデート』を選択すると「データベースアップデート」画面 

       を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「パス指定」画面を表示します。 

データベース 新モジュール情報 

注意  

  本プログラムのデータベースが「ＡＣＣＥＳＳデータベース」時のみ行います。  

  「ＭＳＤＥデータベース」のデータベースを使用する場合は、『データベース  

   管理ツール』より「データベースアップデート」を行ってください。  

 



 

１１９  

   【３】データベースアップデートパスにアップデートファイルがあるパスを 

      ファイル名まで入力してください。 

        アップデートファイル名 ： ＶＥＲＸＸＸ．ＵＰＬ 

 

 

   【４】「データベースアップデート」画面の『参照』をクリックすると、  

      下記の「パス指定」画面が表示され、アップデートファイルのパス指定が 

      できます。ファイル名まで指定して『ＯＫ』をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【５】「データベースアップデート」画面の『ＯＫ』をクリックすると  

       データベースアップデートを開始します。 

 

 

 

   【６】「データベースアップデート」画面のタイトルバーに表示されている 

       データベースのバージョンと、今回アップデートしたアップデート 

       ファイル（フロッピーディスクに記載）のバージョンが同じであることを 

確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

                           データベースのバージョン 

 

  

クリックします。 

本画面を終了します。 

ファイル名まで指定します。 

アップデートファイルバージョンＮｏ 



 

１２０  

８－１２. プログラムバージョンの確認 

 

   本プログラムのバージョンの確認をします。 

   「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ヘルプ」から、『バージョン情報』を  

   指示すると、下記の画面を表示します。 

 

  

      確認後、『ＯＫ』をクリックします。 

 

  



 

１２１  

８－１３. プログラムの終了 

 

   本プログラムを終了します。 

   「モジュール登録」画面のプルダウンメニューの「ファイル」から、『終了』を指示  

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  

 モジュール登録情報削除後のプログラム終了について 

  プログラムの終了動作を行った時に、蓄積設定ツール（ＷＲＳ-ＰＭＳ）、 

    又はリアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）設定情報の削除を促すメッ 

    セージが以下の場合において表示されます。 

    ・９２ページのインターフェースモジュール（ＳＴＨ／ＳＣＨ） 

     の削除を行った時、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）、又はリアル 

     タイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）の設定情報を残して削除した場合 

    ・９９ページのジョイントモジュールの削除を行った時、蓄積設定ツール 

     （ＷＲＳ－ＰＭＳ）、又はリアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ） 

      の設定情報を残して削除した場合 

      蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）の設定情報、又はリアルタイムモニタ 

（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）の設定情報を削除しても良い場合は『はい』を選択 

 してください。 

※モジュール交換の為に、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）、又はリア 

ルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）の設定を残して登録情報を削除す 

る場合は、登録情報の削除（９２ページ、又は９９ページを参照）を 

行った後、引き続き同じネットワークＮｏ・サブネットＮｏ・モジュー 

ルＮｏ・ＩＰアドレス・モジュール名称で交換を行うモジュールの登録 

を行ってください。 

登録後にプログラムの終了を行います。この時、確認メッセージは表示 

されません。 

 



 

１２２  

８－１４. エラーメッセージ 

 

 －アルファベット－ 

 

  ○ＣＯＭポートの変更は出来ません。 

    →仮登録時、同一ネットワークに１台以上ＣＯＭポートを指定して仮登録を行う事は出

来ません。 

   

  ○Ｄ／Ｂアップデート失敗 

    →正常にアップデートファイルが読み込めないため、Ｄ／Ｂアップデートに  

     失敗しました。 

     ※フロッピーディスクを挿入し、再度行ってください。 

      Ｄ／Ｂアップデートできない場合、営業担当者までご連絡ください。 

 

  ○Ｄ／Ｂアップデート中！ 

    →モジュール登録情報のアップデートを実行中です。  

 

  ○Ｄ／ＢアップデートをしますＶ×. ××からＶｏ．ｏｏに変更します 

    →モジュール登録情報をアップデートします。 

 

  ○Ｄ／Ｂインポート失敗 

      ＩＰアドレスが重複しています（ＩＰアドレス） 

        →ＩＰアドレスが重複しているため、Ｄ／Ｂインポートに失敗しました。  

        ※重複しているＩＰアドレスを変更してください。 

 

      サブネットＮｏ／モジュールＮｏが重複しています（サブネットＮｏ／  

ノードＮｏ） 

        →アドレスが重複しているため、Ｄ／Ｂインポートに失敗しました。  

        ※重複しているアドレスを変更してください。 

 

      ニューロンＩＤが重複しています（ニューロンＩＤ） 

        →ニューロンＩＤが重複しているため、Ｄ／Ｂインポートに失敗しました。  

        ※重複しているニューロンＩＤのモジュールを削除してください。 

 

      モジュールＮｏが重複しています（モジュールＮｏ） 

        →モジュールＮｏが重複しているため、Ｄ／Ｂインポートに失敗しました。 

        ※重複しているモジュールＮｏを変更してください。 

 

      モジュール名称が重複しています（モジュール名称） 

        →モジュール名称が重複しているため、Ｄ／Ｂインポートに失敗しました。  

        ※重複しているモジュール名称を変更してください。 

 

  



 

１２３  

  ○Ｄ／Ｂインポート終了 

    →Ｄ／Ｂインポートを終了しました。 

 

  ○Ｄ／Ｂインポート中！ 

    →Ｄ／Ｂインポート実行中です。 

 

  ○Ｄ／Ｂエクスポート失敗 

      仮登録モジュールが存在します 

        →仮登録モジュールがあるため、Ｄ／Ｂエクスポートに失敗しました。  

        ※仮登録モジュールを登録または、削除してください。 

 

      サブネットＮｏがないインターフェースモジュールがあります 

        →モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）よりデータベースを継続した  

         場合、インターフェースモジュールのサブネットＮｏが「０」になって  

         いるためＤ／Ｂエクスポートに失敗しました。 

        ※サブネットＮｏ「０」になっているインターフェースモジュールを  

         再登録してください。 

 

      他のプログラムで使用されています 

        →モジュール登録情報が他のアプリケーションにより使用されています。  

        ※他のアプリケーションで使用しているモジュール登録情報を終了して  

         ください。 

 

  ○Ｄ／Ｂエクスポート終了 

    →Ｄ／Ｂエクスポートを終了しました。 

 

  ○Ｄ／Ｂエクスポート中！ 

    →Ｄ／Ｂエクスポート実行中です。 

 

  ○Ｄ／Ｂがオープンできません 

    →Ｄ／Ｂ（モジュール登録情報）が壊れているか存在しません。  

    ※データベース管理ツールよりＭＳＤＥを再インストールまたは、データベース登録  

     または、ＭＳＤＥを起動してください。 

 

  ○Ｄ／Ｂ作成失敗 

仮登録モジュールがあります 

    →仮登録モジュールがあるため、Ｄ／Ｂ変換（エクスポート）に失敗しました。  

    ※仮登録モジュールを登録または、削除してください。 

 

  ○Ｄ／Ｂ変換終了 

    →Ｄ／Ｂ変換を終了しました。 

 

  ○Ｄ／Ｂ変換終了 

変換に失敗しました 

    →登録されているモジュールがあるため、Ｄ／Ｂ変換（インポート）に失敗しました。 

    ※モジュール登録情報を全て削除してください。 

  



 

１２４  

  ○Ｄ／Ｂ変換中！ 

    →Ｄ／Ｂ変換実行中です。 

 

  ○Ｉ／Ｆモジュールが登録されていません  

    →インターフェースモジュールが登録されていないため、モジュールが登録できません。 

    ※はじめにインターフェースモジュールを登録してください。 

 

  ○Ｉ／Ｆモジュール数制限エラー 

    →ネットワークにインターフェースモジュール９台以上登録しようとしています。  

    ※ネットワークにインターフェースモジュール最大８台まで設定できます。  

 

  ○Ｉ／Ｆモジュールです 

    →『モジュール登録』画面の『モジュール』のタブでは、  

インターフェースモジュール、またはジョイントモジュール以外のモジュールを登録

します。 

    ※インターフェースモジュールは『ＳＣＨ／ＳＴＨ』タブ、『ＬＧＬ』タブ、  

ジョイントモジュールは『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』タブ画面で登録してください。 

 

  ○Ｉ／Ｆモジュールはネットワークに１台必要です 

    →ネットワーク内にインターフェースは１台必要です。  

    ※ネットワーク内のモジュールを全て削除してから、削除、ネットワークＮｏの  

変更を行ってください。 

 

○ＩＰアドレスエラー 

    →範囲以外のＩＰアドレスを入力しました。 

    ※ＩＰアドレスを設定範囲内で入力してください。 

 

   ○ＷＡＮアドレスエラー 

    →範囲以外のＩＰアドレスを入力しました。 

    ※ＩＰアドレスを設定範囲内で入力してください。 

 

  ○ＷＲＳ－ＭＲＴのデータベースが存在します。 

削除してよろしいですか？ 

    →Ｄ／Ｂ作成エクスポートを行うパスにモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＭＲＴ）  

     で作成したモジュール登録情報が存在します。削除しますか？  

    ※『はい』 ：本プログラムで作成したモジュール登録情報を上書きします。  

     『いいえ』：Ｄ／Ｂ作成エクスポートを行いません。 

 

 

 

  



 

１２５  

 －ア行－ 

 

  ○アップデートファイルが見つかりません  

    →指定したパスにアップデートファイルが存在しません。  

    ※アップデートファイルがあるパスを指定してください。 

 

  ○アップデートファイルを選択して下さい  

    →データベースアップデートファイル名までを選択してください。 

 

   

 －カ行－ 

 

  ○仮登録完了 

    →モジュール仮登録が完了しました。 

 

  ○検索後登録して下さい 

    →モジュールを検索せずに『登録』をクリックしても登録できません。  

    ※モジュールを検索してから『登録』をクリックしてください。 

 

  ○検索中！ 

サービスピンを押して下さい 

    →モジュールを検索しています。モジュール検索後、モジュール種別名と  

     モジュールのニューロンＩＤを表示します。 

 

  ○このモジュールは登録されています 

変更しますか？ 

    →登録したモジュールの内容を変更しようとしています。  

    ※『はい』 ：モジュール登録情報を変更します。 

     『いいえ』：モジュール登録情報を変更しません。 

 

  ○コメントエラー 

, は使用できません 

    →コメントの入力に誤りがあるため登録できません。  

    ※コメントを入力してください。 

 

  ○これ以上登録できません 

    →１ネットワークに仮登録も含め、１２６台以上登録しようとしています。     

 または仮登録を含め１１３４台以上登録しようとしています。  

 ※１ネットワークには最大１２６台のモジュールが設定できます。  

    ※ネットワークには最大１１３４台のモジュールが設定できます。  

 

 

  



 

１２６  

 －サ行－ 

 

  ○削除完了 

    →モジュール登録情報を削除しました。 

 

  ○削除してよろしいですか？ 

    →指定しているモジュール登録情報を削除してもいいですか？  

    ※『はい』 ：モジュール登録情報を削除します。 

     『いいえ』：モジュール登録情報を削除しません。 

 

  ○サブネットＮｏエラー 

１～９で指定して下さい 

    →範囲以外のサブネットＮｏを入力しました。 

    ※サブネットＮｏを範囲内（１～９）で入力してください。 

   

  ○指定した接続方法では登録できません 

 →ＲＳ２３２Ｃ－ＬＯＮジョイントモジュール（ＷＪＭ□－Ｃ）はＬＡＮケーブルで  

の接続は出来ません。 

 

○指定のＩＰアドレスが重複しています 

    →指定したＩＰアドレスはすでに登録されています。  

    ※重複しているＩＰアドレスを変更してください。 

 

○指定のＭＡＣアドレスが重複しています 

    →現在指定しているモジュールはすでに登録されています。  

     

○指定のインターフェースはジョイントモジュール未対応です 

    →指定したインターフェースモジュールはジョイントモジュールに対応していません。 

    ※ジョイントモジュールに対応しているインターフェースモジュールを指定してくだ  

さい。 

 

○指定のサブネットＮｏ、モジュールＮｏは登録されています 

    →現在指定しているサブネットＮｏ、モジュールＮｏはすでに登録されています。  

    ※サブネットＮｏ、モジュールＮｏを変更して登録してください。 

 

  ○指定のニューロンＩＤは登録されています 

    →現在指定しているニューロンＩＤはすでに登録されています。  

    ※登録しようとしているモジュールはすでに登録されています。  

 

  ○指定のポートは使用できません 

    →指定したＣＯＭポートは接続されていません。 

    ※指定したＣＯＭポートに接続してください。 

 

  ○指定のモジュールは登録されている為、仮登録できません 

    →現在指定しているモジュールはすでに登録されています。  

    ※本登録から、仮登録への変更は出来ません。  

  



 

１２７  

○指定のモジュールＮｏは登録されています 

    →現在指定しているモジュールＮｏはすでに登録されています。  

    ※モジュールＮｏを変更して登録してください。 

 

 

  ○指定のモジュール名称は登録されています 

    →現在指定しているモジュール名称はすでに登録されています。  

    ※モジュール名称を変更して登録してください。 

 

  ○指定のモジュールは登録されていません  

    →現在指定しているモジュールはまだ登録されていません。  

    ※入力している時に『削除』をクリックしてもモジュール登録情報が登録されて  

     いないため削除できません。 

 

○自動構築に失敗しました 

 

      パソコンモジュール間 

        →指定されたモジュールと通信異常が発生したため自動構築に失敗しました。 

        ※ＲＳ２３３２Ｃケーブル／ＬＡＮケーブルの先にモジュールが接続  

         されているか確認してください。 

 

      モジュール名称 

        →表示された名称のモジュールと通信できません。  

        ※指定したモジュールがあるか、ネットワークがちゃんと接続されているか  

         確認してください。 

 

 

自動構築を継続しますか？ 

  →上記の理由により自動構築に失敗した後、引き続き自動構築を行うか選択  

します。 

※『はい』 ：引き続き自動構築の処理を行います。 

『いいえ』：自動構築の処理を終了します。 

 

  ○自動構築終了 

    →自動構築を終了しました。 

 

  ○自動構築中！ 

   [名称：ネットワークＮｏ―サブネットＮｏ／モジュールＮｏ ] 

    →自動構築実行中です。 

 

○収集ソフト（ＷＲＳ-ＶＳＳ）が起動中です。 

  →収集ソフトを終了してから本プログラムを起動してください。 

 

○ジョイントモジュール設定エラー 

    →登録時に、ジョイントモジュールの接続形態が正しくない時に表示します。  

  ※登録内容を確認してから登録を行ってください。 

 



 

１２８  

○ジョイントモジュール対応Ｉ／Ｆがなくなるため削除できません 

    →下位のジョイントモジュールに対して、対応するインターフェースモジュールが１  

台しかない時に表示します。 

     ※下位のジョイントモジュールを全て削除してから、インターフェースモジュールの

削除を行ってください。 

○ジョイントモジュール対応Ｉ／Ｆがなくなるため変更できません 

    →下位のジョイントモジュールに対して、対応するインターフェースモジュールが１  

台しかない時に表示します。 

     ※下位のジョイントモジュールを全て削除してから、インターフェースモジュールの

変更を行ってください。 

 

○指定のＭＡＣアドレスは登録されています 

    →現在自動登録中のモジュールはすでに登録されています。  

    

○接続方法が変更されています 

  →ＷＴＭをＷＡＮからＩＰ、またはＩＰからＷＡＮに接続方法を変更した場合  

   に表示されます。 

 

○設定を有効にするには、本プログラムを再起動してください 

    →環境設定画面で設定した値を反映します。 

 

 

 －タ行－ 

  

  ○タイムアウトの指定が違います 

４５～１８０秒で指定して下さい 

    →範囲以外のタイムアウトを入力しました。 

    ※タイムアウトを範囲内（４５～１８０）で入力してください。 

 

○ダイヤル中！ 

    →モデム経由でＩ/Ｆモジュールの登録情報を登録、変更、削除する場合に表示します。  

   モデムとの接続を実行中です。 

※『キャンセル』 ：モデムへの接続を中止します 

 

○蓄積情報も変更しますか？ 

    →インターフェースモジュール（WRT-STH）またはジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ 

         ＷＶＭ□）またはＷＴＭを変更する時に、蓄積設定ツールで設定されている場合、  

         蓄積設定情報も変更します。 

       ※『はい』 ：蓄積設定情報も変更します。 

        『いいえ』：蓄積設定情報は変更しません。 

 

○蓄積情報も削除しますか？ 

    →インターフェースモジュール（WRT-STH）またはジョイントモジュール（ＷＪＭ□／ 

         ＷＶＭ□）またはＷＴＭを削除する時に、蓄積設定ツールで設定されている場合、  

         蓄積設定情報も削除します。 

       ※『はい』 ：蓄積設定情報も削除します。 

        『いいえ』：蓄積設定情報は削除しません。  



 

１２９  

○蓄積設定ツール、またはリアルタイムモニタの設定情報が削除されていません  

 削除しますか？ 

     →インターフェースモジュール（ WRT-STH/WGW-LGL）、またはジョイントモジュ 

―ル（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）またはＷＴＭを削除後プログラムの終了を行った  

時、削除したモジュールの蓄積設定ツール設定情報とリアルタイムモニタ設定  

情報の削除を行い、プログラムを終了します。 

※『はい』 ：蓄積設定ツール、リアルタイムモニタ設定情報の設定情報を削  

 除します。削除後プログラムが終了します。 

  『いいえ』：蓄積設定ツール、リアルタイムモニタ設定情報の設定情報を削  

 除しません。プログラムの終了は行いません。 

 

○蓄積設定ツールで使用している場合、先に収集して下さい 

削除しますか？ 

       →インターフェースモジュール（WRT-STH/WGW-LGL）、またはジョイントモジュー

ル（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）またはＷＴＭを削除する場合、蓄積設定ツールで設

定されている時、蓄積データが削除されてしまうため、削除する前にデータ収

集を行ってください。 

       ※『はい』 ：モジュール登録情報を削除します。 

        『いいえ』：モジュール登録情報を削除しません。 

   変更しますか？ 

       →インターフェースモジュール（ WRT-STH/WGW-LGL）、またはジョイントモジュー

ル（ＷＪＭ□／ＷＶＭ□）またはＷＴＭを変更する場合、蓄積設定ツールで設

定されている時、蓄積データが削除されてしまうため、変更する前にデータ収

集を行ってください。 

       ※『はい』 ：モジュール登録情報を変更します。 

        『いいえ』：モジュール登録情報を変更しません。 

 

  ○重複するネットワークのモジュールを削除します 

ネットワークＮｏ：○○ 

    →Ｄ／Ｂインポート時、重複するネットワークＮｏの登録情報が存在しています。 

    ※『はい』 ：重複するネットワークＮｏの登録情報を消してインポートします。  

     『いいえ』：重複するネットワークＮｏの登録情報をインポートしません。  

 

  ○通信異常が発生しました 

      データベースから強制削除しますか？ 

        →削除時に通信異常が発生したため、データベースからモジュール登録情報を  

         強制削除しますか 

 

      パソコン－モジュール間 

        →指定されたモジュールと通信異常が発生しました。  

        ※ＲＳ２３３２Ｃケーブルのさきにモジュールが接続されているか確認  

         してください。 

      モジュール名称 

        →指定されたモジュールと通信異常が発生しました。  

        ※モジュールと接続されているか確認してください。 

 

  



 

１３０  

○通信先のモジュールはＷＡＮ登録未対応です。 

  →接続方法をＩＰに変更してください。 

 

○通信先はＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭです 

    →『モジュール登録』画面の『モジュール』タブ、『ＳＣＨ／ＳＴＨ』タブ、  

『ＬＧＬ』タブからジョイントモジュールまたはＷＴＭを『検索』出来ません。  

  ※『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』タブから『検索』を行ってください。 

 

  ○通信先はＷＪＭです。形式選択をＷＪＭにしてください。 

    →通信先がＷＪＭなので形式選択をＷＪＭにしてください。 

 

  ○通信先はＷＶＭです。形式選択をＷＶＭにしてください。 

    →通信先がＷＶＭなので形式選択をＷＶＭにしてください。 

 

  ○通信先はＷＴＭです。形式選択をＷＴＭにしてください。 

    →通信先がＷＴＭなので形式選択をＷＴＭにしてください。 

 

○通信先はＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭではありません 

    →現在検索している、または自動構築しているモジュールはＷＪＭ、ＷＶＭ、ＷＴＭ  

ではありません。 

    ※ＷＪＭ、ＷＶＭ、ＷＴＭを検索、または自動構築する接続形態に設置してください。 

 

  ○通信中！ 

    →指定したモジュールと通信しています。 

  ※「キャンセル」をクリックすると、通信をキャンセルすることが出来ます。  

 

  ○データベース・メンテツールツールが起動中です 

本プログラムを終了します 

    →データベース管理ツールが起動中のため本プログラムが起動できません。  

    ※データベース管理ツールを終了させてください。 

 

  ○データベースを変換しますか？ 

     ＡＣＣＥＳＳデータベースの登録情報は失われます 

  ※『はい』 ：データベースを変換します。 

以前使用していたモジュール登録情報も移行されます。 

       『いいえ』：データベースを変換しません。 

     ＭＳＤＥデータベースの登録情報は失われます 

      ※『はい』 ：データベースを変換します。 

以前使用していたモジュール登録情報も移行されます。  

       『いいえ』：データベースを変換しません。 

 

  ○登録完了 

    →モジュール登録情報を登録しました。 

 

  ○登録情報ファイル作成終了 

    →登録情報ファイル作成を終了しました。 

  



 

１３１  

  ○登録情報ファイル作成終了 

登録情報ファイル作成失敗 

    →登録情報ファイルの作成に失敗しました。 

  ○登録情報ファイル作成中！ 

    →登録情報ファイル作成中です。 

 

  ○登録情報ファイルを開くことができませんでした 

    →登録情報ファイルが他のアプリケーションにより使用されています。  

    ※他のアプリケーションで使用されている登録情報ファイルを終了してください。 

 

○同ネットワーク上にすでに１つ仮登録されています 

    →ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨ（インターフェースモジュール）が  

     仮登録されています。 

    ※ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨの仮登録は１台しかできません。   

 

○ドライブの準備ができていません 

    →パス参照画面で準備のできていないドライブを参照しようとしました。  

 

 

 －ナ行－ 

 

  ○ニューロンＩＤエラー 

    →範囲以外のニューロンＩＤを入力しました。 

    ※ニューロンＩＤを半角１２文字で入力してください。 

 

  ○ネットワークＮｏエラー（１～３００で指定して下さい） 

    →範囲以外のネットワークＮｏを入力しました。 

    ※ネットワークＮｏを（１～３００）の範囲で入力してください。 

 

 

 －ハ行－ 

 

  ○パスの指定が正しくありません 

     ドライブの準備ができていません 

→指定したドライブの準備ができていません。 

     パスが存在していません 

→指定したパスが正しくありません。 

      ※パスを変更してください。 

     ファイル名まで指定して下さい 

→パスにファイル名まで指定してください。 

 

  ○古いバージョンに書き換えようとしています 

    →現在使用しているデータベースより古いバージョンのデータベースを  

     アップデートしようとしています。 

    ※『はい』 ：データベースアップデートを行います。 

     『いいえ』：データベースアップデートを行いません。 

  



 

１３２  

  ○プログラムを終了します 

   サーバー名称は次回起動時に有効になります 

    →本プログラムを終了します。 

 

  ○ポートＮｏエラー 

    →ＷＡＮのポートＮｏを入力してください。 

 

 

 －マ行－ 

 

  ○名称エラー 

\/:,;＊？”<>| は使用できません 

    →モジュール名称を入力していないため、登録できません。  

    ※モジュール名称を入力してください。 

 

  ○名称、コメントのみ変更します 

    →モジュール名称／コメントのみ変更できます。 

 

  ○モジュールＮｏエラー 

１～１２６で指定して下さい 

    →範囲以外のモジュールＮｏを入力しました。 

    ※モジュールＮｏを範囲内で入力してください。 

  ○モジュールは認識できません 

    →指定したモジュールは認識されません。 

    ※データベースアップデート操作を行ってください。 

 

  ○モジュール内のアドレスを上書きしますか？ 

     現在のモジュールアドレス設定Ｓ／Ｎをｓ／ｎに変更します 

    →指定したモジュール内にアドレス（Ｓ／Ｎ）が設定されていますが、  

     （Ｓ／Ｎ）に変更しますか? 

 

  ○モジュール内のアドレスを削除しますか？ 

    →指定したモジュール内のアドレス（サブネットＮｏ／モジュールＮｏ）を  

     削除しますか？ 

 

  ○モジュール本体の設定と一致しません 

サブネットＮｏが○○となっています 

    →指定したモジュールのディップスイッチと入力したサブネットＮｏ／  

     モジュールＮｏが一致しません。 

    ※モジュールのディップスイッチか入力するサブネットＮｏ／モジュールＮｏを  

     変更し、一致させてください。 

 

  ○モジュール内の蓄積情報を削除しますか？ 

 →指定したモジュール内の、蓄積設定ツールで設定した情報を削除します。  

    ※『はい』 ：蓄積設定ツールで設定したモジュール内の設定情報も削除します。  

      『いいえ』：蓄積設定ツールで設定したモジュール内の設定情報は削除しません。 

  



 

１３３  

  ○モジュール内の蓄積情報を変更しますか？ 

 →指定したモジュール内の、蓄積設定ツールで設定した情報と異なる場合に変更します。 

     ※『はい』 ：蓄積設定ツールで設定したモジュール内の設定情報も変更します。  

      『いいえ』：蓄積設定ツールで設定したモジュール内の設定情報は変更しません。 

 

○モジュールは登録しようとしたモジュールではありません 

 →モジュールを登録している時に表示します。 

      

 

 

－ラ行－ 

 

  ○リトライの指定が違います 

   ０～５回で指定して下さい 

   →→範囲以外のリトライ回数を入力しました。 

    ※リトライ回数を範囲内（０～５）で入力してください。 

 

  



 

１３４  

本社 

 

日報 

使用するソフトウェア 

・モジュール登録ツール(ＷＲＳ－ＮＣＦＴ) 

・日報・月報ソフト(ＷＲＳ－ＲＥＰＯ) 

・蓄積設定ツール(ＷＲＳ－ＰＭＳ) 

モデム 

モジュール登録情報 

Ｄ／Ｂインポート 

 公衆回線 

モデム 

 

使用するソフトウェア 

・モジュール登録ツール(ＷＲＳ－ＮＣＦＴ) 

※モジュール登録をし、Ｄ／Ｂエクスポート 

 を終えたらパソコンは必要ありませんが  

モジュールの追加/変更/削除を行う場合に 

は必要です。 

リモート蓄積モジュール 

(ＷＲＴ－ＳＴＨ) 

工場 

付録１. Ｄ／ＢエクスポートとＤ／Ｂインポート 

 

       Ｄ／Ｂエクスポート／Ｄ／Ｂインポートは下記のように使用する時に行います。  

 

公衆回線を利用して蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）のデータを収集する時に  

     行います。 

 

     例）本社より工場のモジュールのデータを収集している場合。  

       本社は蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を使用し、公衆回線経由で工場の  

       モジュールデータを収集し、日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）で、  

       収集したデータの日報を表示している。 

 

 

     【イメージ構造図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｄ／Ｂエクスポート 



 

１３５  

  【設定】 

 

   手順１ 工場でモジュール登録を行います。 

 

   手順２ 工場でモジュール登録を終えたら、Ｄ／Ｂエクスポートをし、  

       モジュール登録情報をフロッピーディスクまたは、ＣＤ－ＲＯＭにコピーします。 

       Ｄ／Ｂエクスポートしたフロッピーディスクまたは、ＣＤ－ＲＯＭを、本社に  

       送ります。 

       工場は、パソコンと蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を接続していた  

       ＲＳ２３２ＣクロスケーブルをＲＳ２３２Ｃストレートケーブルに変更し、  

       リモート蓄積設定された蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）とモデムを接続  

       します。 

       蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）のディップスイッチをモデム使用モード  

       にし、リセットします。 

       なお、工場ではモジュール登録をし、Ｄ／Ｂエクスポートを終えたら  

       パソコンは必要ありません。 

       ※ディップスイッチの詳細については、 

        蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の取扱説明書を参照してください。 

 

 

   手順３ 本社は、工場より送られてきたフロッピーディスクまたは、ＣＤ－ＲＯＭの  

       データをＤ／Ｂインポートします。 

       工場のモジュール登録情報は、本社のモジュール登録情報に追加されます。  

 

 

   手順４ 本社は、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）で、工場のモジュールデータを  

       収集し、日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）で、日報／月報を表示します。 

 

 

    ※蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）、日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ） 

     については、各ソフトの取扱説明書を参照してください。 

  



 

１３６  

付録２. Windows10 ご使用中の起動失敗について 

 

   Windows10 をご使用中でプログラムの起動に失敗する場合、下記設定値をご確認下さい。  

 

      スタートメニュー横の検索バーをクリックし「 regedit」と入力します。 

      表示される「レジストリ エディター」をクリックします。 

      

 

      表示されたレジストリエディター画面で、下記階層まで移動します。  

「HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Nls\Sorting\Versions」 

      
 



 

１３７  

      画面右側の「(既定)」をダブルクリックします。 

      「値のデータ」テキスト欄に表示された値が「 00060305」となっている場合、 

      「0006020f」に変更し、「ＯＫ」をクリックします。 
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